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恩
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研
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恩
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恩
赦

　
　
（
三
）
正
義
と
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ア
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恩
赦
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一
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王
令
に
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恩
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（
一
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一
六
七
〇
年
刑
事
王
令
の
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上
第
二
三
六
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（
二
）
一
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〇
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る
恩
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三
）
恩
赦
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制
史
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）
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（
四
）
す
べ
て
の
慈
悲
は
王
よ
り
来
る

　

第
二
節　

神
の
赦
し
か
ら
王
の
恩
赦
へ

　
　
（
一
）
冤
罪
と
恩
赦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
第
二
三
七
号
）

　
　
（
二
）
儀
礼
と
恩
赦

　
　
（
三
）
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
『
国
家
論
』
に
お
け
る
恩
赦

　

第
三
節　

フ
ラ
ン
ス
王
国
の
形
成
と
恩
赦

　
　
（
一
）
恩
赦
権
を
与
え
る
国
王

　
　
（
二
）
支
配
の
道
具
と
し
て
の
恩
赦

　
　
（
三
）
条
件
付
き
の
恩
赦

　
　
（
四
）
国
王
に
よ
ら
な
い
恩
赦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
第
二
三
八
号
）

第
三
章　

啓
蒙
の
時
代
と
恩
赦

　

第
一
節　

王
権
の
翳
り
と
パ
ル
ル
マ
ン
法
院
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抵
抗

　
　
（
一
）
パ
ル
ル
マ
ン
法
院
の
建
言
と
恩
赦

　
　
（
二
）
ラ
モ
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ニ
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ン
の
改
革
に
お
け
る
恩
赦

　

第
二
節　

恩
赦
廃
止
を
め
ぐ
る
対
立
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
　
（
一
）
恩
赦
不
要
・
廃
止
論
の
登
場

　
　
（
二
）
恩
赦
を
め
ぐ
る
言
説
の
交
錯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
第
二
四
〇
号
）

　

第
三
節　

社
会
の
変
化
と
恩
赦
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（
一
）
恩
赦
嘆
願
に
お
け
る
変
化

　
　
（
二
）
人
々
に
よ
る
恩
赦
権
の
簒
奪

　
　
（
三
）
国
王
へ
の
「
悪
し
き
言
説
」
と
恩
赦

第
四
章　

フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
に
か
け
て
の
恩
赦

　

第
一
節　

恩
赦
の
廃
止
と
復
活

　
　
（
一
）
恩
赦
の
廃
止

　
　
（
二
）
恩
赦
復
活
の
企
て

　
　
（
三
）
恩
赦
の
復
活

　
　
（
四
）
恩
赦
の
廃
止
と
復
権　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
第
二
四
一
号
）

　

第
二
節　

恩
赦
制
度
の
変
化
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
　
（
一
）
恩
赦
の
廃
止
と
王
権

　
　
（
二
）
恩
赦
さ
れ
る
国
王

　
　
（
三
）
人
民
の
恩
赦
か
ら
議
会
の
恩
赦
へ

　
　
（
四
）
恩
赦
と
君
主
制

　

第
三
節　

新
た
な
秩
序
の
誕
生
と
赦
し

　
　
（
一
）
恩
赦
の
廃
止
？

　
　
（
二
）
恩
赦
と
大
赦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
第
二
四
二
号
）

　
　
（
三
）
革
命
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
大
赦
と
そ
の
失
敗
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（
四
）
ボ
ナ
パ
ル
ト
体
制
の
成
立
と
赦
し

第
五
章　

恩
赦
の
近
代
史

　

第
一
節　

法
令
に
見
る
近
代
以
降
の
恩
赦

　
　
（
一
）
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
恩
赦
権

　
　
（
二
）
一
九
世
紀
の
恩
赦
手
続
き

　

第
二
節　

一
九
世
紀
の
恩
赦
を
め
ぐ
る
思
想

　
　
（
一
）
恩
赦
の
脱
君
主
化
？

　
　
（
二
）
刑
事
政
策
と
し
て
の
恩
赦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
号
）

　

第
三
節　

政
体
の
変
遷
と
恩
赦

お
わ
り
に

（
三
）
革
命
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
大
赦
と
そ
の
失
敗

　

一
七
九
一
年
九
月
一
四
日
、
共
和
暦
二
年
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
一
八
日
（
一
七
九
四
年
八
月
五
日
）、
そ
し
て
共
和
暦
四
年
ブ
リ
ュ

メ
ー
ル
四
日
（
一
七
九
五
年
一
〇
月
二
六
日
）
に
行
わ
れ
た
大
赦
は
、
革
命
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
の
大
赦
は
、
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
を
意
図
し
て
い
た
。
ア
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
始
ま
り
と
い
う
の
は
そ
れ
自
体
神
で

あ
り
、
新
た
な
原
理
の
形
成
で
あ
っ
た(1)

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
革
命
議
会
は
「
神
の
権
利
」
で
あ
る
赦
し
を
用
い
て
、
新
た
な
原
理
か
ら

な
る
、
新
た
な
始
ま
り
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
大
赦
は
、
そ
の
時
々
の
政
府
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
革
命
中

の
暴
力
を
清
算
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
新
た
な
秩
序
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
映
し
出
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
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実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
大
赦
に
よ
り
革
命
が
終
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
前
述
の

三
回
の
大
赦
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
の
権
力
が
ど
の
よ
う
な
秩
序
を
望
み
、
ま
た
、
な
ぜ
そ
の
秩
序
を
構
築
す

る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

一
七
九
一
年
の
大
赦
は
、
国
王
に
よ
り
、
憲
法
の
受
け
入
れ
と
引
き
換
え
に
提
案
さ
れ
た
。
彼
は
、
九
月
一
三
日
の
議
会
へ
の
親

書
の
中
で
、
憲
法
の
制
定
に
よ
り
革
命
が
終
結
し
、「
一
般
的
和
解
」
が
成
立
す
る
こ
と
を
「
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
国
王
」
と

し
て
求
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
大
赦
は
立
憲
君
主
制
の
成
立
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
王
に
よ
れ
ば
、
憲
法
の

完
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
の
出
版
の
濫
用
に
よ
り
、
法
律
の
権
威
は
弱
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
法
律
へ
の
敬
意
を
取

り
戻
し
、
秩
序
を
再
建
さ
せ
、
す
べ
て
の
市
民
を
結
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
王
に
と
っ
て
、
自
由
な
発
言
は
無
秩
序
の
元

凶
で
あ
り
、
法
律
の
支
配
と
は
相
容
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
、
無
秩
序
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
意
見
が
ひ
と
つ

に
ま
と
ま
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
国
王
は
、
法
律
を
完
全
に
執
行
す
る
た
め
に
は
、
過
去
の
忘
却
が
必

要
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
忘
却
を
通
じ
て
、
意
見
の
氾
濫
に
よ
り
違
法
行
為
に
誘
い
込
ま
れ
た
人
々
に
、
国
王
が
す
べ
て
の
フ
ラ

ン
ス
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
法
律
の
権
威
を
取
り
戻
す
の
で
あ
る(2)

。
こ
う
し
て
、
革
命
に
か
ん
す
る
す
べ
て
の
刑
事
手
続

き
の
停
止
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た(3)

。

　

こ
の
大
赦
は
国
王
の
勝
利
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
ヴ
ァ
ー
ニ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
こ

の
大
赦
は
、
六
月
二
二
日
に
起
き
た
国
王
の
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
逃
亡
の
事
実
の
読
み
か
え
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る(4)

。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト

に
よ
り
提
案
さ
れ
た
大
赦
法
の
原
案
に
は
、
国
王
の
逃
亡
を
「
国
王
の
出
発
」
と
表
現
す
る
箇
所
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
の

案
は
歓
声
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
た(5)

。
と
い
う
の
も
、
こ
の
大
赦
は
国
王
だ
け
で
な
く
、
議
会
に
と
っ
て
も
無
益
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
国
王
の
逃
亡
に
つ
い
て
お
茶
を
濁
す
こ
と
は
、
右
派
だ
け
で
な
く
、
議
会
の
分
裂
を
恐
れ
る
左
派
に
と
っ
て
も
好
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都
合
で
あ
っ
た(6)

。
次
に
、
こ
の
大
赦
が
国
王
に
有
利
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
法
文
の
中
に
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム

の
恩
赦
の
中
で
、
国
王
の
自
由
が
最
も
広
範
に
認
め
ら
れ
て
い
た
、「
罪
刑
消
滅
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
司
法

大
臣
も
、
国
王
委
員
へ
の
書
簡
の
中
で
、
こ
の
大
赦
の
こ
と
を
罪
刑
消
滅
と
呼
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
大
臣
は
、
一
七
九
一
年
一
〇
月

二
九
日
付
の
各
裁
判
所
へ
の
通
達
で
、
大
赦
を
「
恩
赦
」
と
表
現
し
た
。
し
か
も
、
当
時
の
司
法
大
臣
は
、
六
月
に
恩
赦
の
廃
止
を

主
張
し
た
デ
ュ
ポ
ー
ル
そ
の
人
だ
っ
た
。

　

た
し
か
に
、
デ
ュ
ポ
ー
ル
は
恩
赦
の
復
活
の
可
能
性
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
通
達
に
お
い
て
も
、「
か
つ
て
の
状
態
か
ら

自
由
な
状
態
へ
の
急
激
な
移
行
」
に
は
、
激
し
い
混
乱
と
無
秩
序
が
必
然
的
に
伴
わ
れ
る
と
述
べ
た
う
え
で
、「
罪
人
の
数
と
状
況

の
性
質
が
、
社
会
に
と
っ
て
身
体
刑
の
恐
ろ
し
さ
を
不
処
罰
よ
り
も
有
害
と
す
る
場
合
に
は
」
社
会
の
利
益
は
恩
赦
に
あ
る
と
し
て

い
る
。「
仁
慈
が
法
律
へ
の
愛
と
敬
意
を
取
り
戻
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
時
…
…
そ
れ
は
公
共
善
の
偉
大
な
る
法
律
に
よ
っ
て
命
じ

ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ポ
ー
ル
は
、
大
赦
法
の
前
文
を
引
用
し
て
、
こ
の
大
赦
は
「
愛
国
心
、
友
愛
、
君
主
へ
の
愛
着
と
い
う

共
通
感
情
の
な
か
に
」
そ
れ
ま
で
の
軋
轢
を
解
消
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の
精
神
は
「
落
ち

着
き
と
平
和
を
蘇
ら
せ
、
過
去
の
不
和
を
思
い
出
に
な
る
ま
で
鎮
め
、
偉
大
な
る
仁
慈
の
行
為
に
よ
り
、
法
律
の
支
配
が
は
じ
ま
っ

た
時（les prem

iers m
om

ents

）を
知
ら
し
め
る
こ
と
」で
あ
る
。
そ
し
て
、こ
の
大
赦
に
よ
り「
一
般
的
忘
却
の
範
」を
示
す
の
は
、

国
王
な
の
で
あ
る(7)

。
さ
ら
に
、陸
軍
大
臣
は
、こ
の
大
赦
が
国
王
の
「
新
た
な
仁
慈
の
し
る
し
」
で
あ
る
と
述
べ
た(8)

。
し
た
が
っ
て
、

大
臣
た
ち
の
間
で
は
、
こ
の
大
赦
が
、
事
実
上
国
王
の
恩
赦
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
大
赦
法
の
適
用
を
判
断
し
て
い
た
の
は
、
国
王
政
府
で
は
な
く
各
地
の
裁
判
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大

赦
法
の
内
容
は
曖
昧
で
あ
っ
た
う
え
、
当
時
裁
判
官
は
法
令
の
解
釈
を
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
不
明
な
点
は
立
法
府
に
照
会
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
執
行
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
、
議
会
で
は
大
赦
に
か
ん
す
る
議
論
が
何
度
も
行
わ
れ
た(9)

。
ま
た
、
地
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方
か
ら
は
、
議
会
に
向
け
て
大
赦
の
執
行
の
遅
滞
を
訴
え
る
陳
情
が
な
さ
れ
た(10)

。
大
赦
が
新
た
な
秩
序
の
誕
生
を
告
げ
る
セ
レ
モ

ニ
ー
と
な
る
た
め
に
は
、
同
時
に
、
か
つ
大
規
模
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
一
七
九
一
年
の
大
赦
は
、
革
命
の

終
焉
を
も
た
ら
す
こ
と
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

　

付
け
加
え
て
お
く
と
、
別
の
大
赦
の
提
案
の
時
で
は
あ
る
が
、
一
七
九
二
年
二
月
八
日
、
ラ
キ
ュ
エ
は
、
恩
赦
の
権
利
と
は
議
会

に
「
委
任
さ
れ
た
中
で
最
も
美
し
い
権
利
」
で
あ
る
と
述
べ
た(11)

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
大
赦
が
目
指
し
た
「
一
般
的
和
解
」
は
、
そ

れ
を
行
う
者
た
ち
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
す
で
に
崩
壊
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

執
行
段
階
で
の
合
意
の
欠
如
や
、
法
令
の
曖
昧
さ
と
い
っ
た
問
題
は
、
共
和
暦
二
年
の
大
赦
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
こ
の
大

赦
は
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
九
日
（
七
月
二
七
日
）
の
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
失
脚
し
た
こ
と
を
受
け
て
行
わ
れ
た
。

大
赦
に
際
し
、
国
民
公
会
は
、
囚
人
の
逮
捕
の
理
由
を
、
本
人
や
そ
の
両
親
な
ど
に
明
示
す
る
こ
と
で
、
公
平
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
し
た
。
こ
う
し
て
、「
真
の
忠
実
な
ジ
ャ
コ
バ
ン
」
に
よ
る
「
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
」
国
民
公
会
は
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
る

は
ず
で
あ
っ
た(12)

。

　

こ
の
大
赦
法
は
、
条
文
を
見
る
限
り
で
は
、
一
部
を
除
く
す
べ
て
の
囚
人
を
解
放
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る(13)

。
し
か
し
な
が
ら
、
実

際
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
釈
放
に
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
へ
の
嘆
願
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
可
否
の
決
定
は
、

各
委
員
会
の
構
成
員
個
人
の
干
渉
を
通
じ
、
き
わ
め
て
混
乱
し
た
形
で
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る(14)

。
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
国
民
公
会
は
、

大
赦
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
友
人
や
親
戚
を
解
放
す
る
一
方
で
、
恐
怖
政
治
を
進
め
た
人
々
を
厳
し
く
排
除
し
た
。
彼
ら
は
、
恐

怖
政
治
期
の
国
民
公
会
と
の
断
絶
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
そ
の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
恐
怖
政
治
の
担
い
手
た
ち
は
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
、
革
命
裁
判
所
で
裁
か
れ
た
結
果
、
ギ
ロ
チ
ン
に
送
ら

れ
た
。
ク
ー
デ
タ
後
、「
正
義
を
議
題
に
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
叫
ば
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
ら
の
率
い
た
か
つ
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て
の
議
会
へ
の
復
讐
と
一
体
を
な
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
大
赦
は
和
解
で
は
な
か
っ
た
。
恐
怖
政
治
の
被
害
者
に
た
い
す

る
「
正
義
」
と
恐
怖
政
治
へ
の
「
復
讐
」、
そ
れ
が
、
こ
の
時
の
大
赦
の
描
い
て
い
た
新
た
な
秩
序
で
あ
っ
た
の
で
あ
る(15)

。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
狙
い
は
地
方
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
南
仏
の
マ
ル
セ
イ
ユ
や
モ
ン
ト
ー
バ

ン
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
失
脚
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
た
数
日
後
、
パ
リ
に
委
員
を
派
遣
し
、
貴
族
や
穏
健

派
が
不
処
罰
の
利
益
を
得
る
こ
と
の
な
い
よ
う
求
め
た
。
さ
ら
に
、
翌
月
の
フ
リ
ュ
ク
テ
ィ
ド
ー
ル
三
日
（
八
月
二
〇
日
）
に
は
、

サ
ヴ
ォ
ワ
県
の
シ
ャ
ン
ベ
リ
の
ク
ラ
ブ
が
、
革
命
政
府
の
継
続
を
求
め
て
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
に
宛
て
た
請
願
の
写
し
を
印
刷
し
て
、
各

地
の
ク
ラ
ブ
に
回
し
始
め
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
二
〇
〇
ヶ
所
の
ク
ラ
ブ
が
こ
の
大
赦
に
懸
念
を
示
し
た
。

　

た
だ
、
各
地
の
ク
ラ
ブ
は
大
赦
そ
れ
自
体
に
異
議
を
唱
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
フ
リ
ュ
ク
テ
ィ
ド
ー
ル
四
日（
八
月
二
一
日
）

に
作
成
さ
れ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ク
ラ
ブ
の
嘆
願
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
、
釈
放
さ
れ
た
者
の
名
簿
が
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
反
革
命
派

ま
で
釈
放
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
の
で
あ
る(16)

。
釈
放
者
名
簿
の
作
成
は
、
パ
リ
で
も
、マ
ラ
ル
メ
に
よ
り
、

テ
ル
ミ
ド
ー
ル
二
三
日
（
八
月
一
〇
日
）
に
要
求
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
要
求
は
、
一
度
は
反
故
に
さ
れ
た
が
、
フ
リ
ュ
ク
テ
ィ
ド
ー

ル
七
日
（
八
月
二
四
日
）
に
再
び
議
論
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
名
簿
の
作
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
大
赦
は
、
ア
リ
ス

ト
ク
ラ
シ
ー
と
穏
健
派
の
勝
利
で
あ
っ
た(17)

。
結
局
、
大
赦
に
異
議
を
唱
え
た
人
々
に
と
っ
て
、
今
回
の
大
赦
は
、
一
部
の
「
愛
国
者

の
見
て
く
れ
を
被
っ
て
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
主
義
の
被
害
者
だ
っ
た
と
言
い
張
る
者
」
を
逃
が
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ

る(18)

。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
失
敗
の
後
も
、
国
民
公
会
は
そ
の
政
策
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
共
和
暦
三
年
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
五
日

（
一
七
九
五
年
二
月
二
三
日
）
の
法
律
が
テ
ロ
リ
ス
ト
ら
の
居
住
地
を
定
め
、
ジ
ェ
ル
ミ
ナ
ル
二
一
日
（
四
月
一
〇
日
）
の
法
律
が

彼
ら
の
武
装
を
解
除
し
た
た
め
、
人
々
は
、
事
実
上
自
由
に
復
讐
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が
捕
わ
れ
て
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い
る
監
獄
を
襲
い
さ
え
し
た(19)

。
こ
う
し
て
、
命
か
ら
が
ら
逃
れ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
パ
リ
な
ど
の
大
都
市
に
集
結
し
た
。

　

一
方
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
革
命
発
生
以
後
国
外
へ
亡
命
し
て
い
た
貴
族
た
ち
が
帰
国
を
始
め
た(20)

。
そ
し
て
、
パ
リ
で
は
、
恐
怖

政
治
を
憎
む
人
々
が
王
党
派
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。
王
党
派
は
徐
々
に
力
を
つ
け
、共
和
暦
四
年
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
三
日（
一
〇

月
五
日
）、
つ
い
に
反
乱
を
お
こ
し
、
国
民
公
会
を
包
囲
し
た
。
反
乱
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
よ
り
、
そ
の
日
の
う
ち

に
ほ
ぼ
鎮
圧
さ
れ
た
が
、
そ
の
勝
利
に
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
の
協
力
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル

派
国
民
公
会
に
よ
る
政
策
は
、
こ
こ
で
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
れ
以
降
、
対
立
の
構
図
は
「
国
民
公
会
＋
テ
ロ
リ
ス
ト
」
対
「
王
党

派
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

共
和
暦
四
年
の
大
赦
は
、
こ
の
よ
う
な
構
図
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
た
だ
、
構
想
の
段
階
で
は
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
和
解

が
目
指
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
赦
を
提
案
し
た
ボ
ー
ダ
ン
は
、
こ
の
大
赦
が
、
宗
教
的
セ
ク
ト
を
含
む
す
べ
て
の
党
派
に
認

め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
た
し
か
に
、
彼
も
ま
た
、
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
三
日
の
反
乱
な
ど
で
国
民
公
会
が
包
囲

さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
王
党
派
を
批
判
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
法
律
が
す
べ
て
の
人
に
同
じ
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
だ
。
ま
た
、
死
に
よ
っ
て
彼
ら
の
罪
を
償
わ
せ
て
も
、
家
族
の
怒
り
を
あ
お
る
だ
け
で
、
憎
悪
の
連
鎖
が
止
ま
ら
な
く
な

る
し
、
厳
罰
は
新
た
な
抵
抗
を
生
む
だ
け
で
あ
る
と
言
っ
た
。
す
る
と
、
政
府
が
強
化
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
公
共
の
安
全
も
危
う
く

な
る
。
結
局
、
刑
罰
を
手
加
減
な
し
で
与
え
る
べ
き
な
の
は
平
和
な
時
だ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
時
期
に
必
要
な
の
は
赦
し
な

の
で
あ
る(21)

。

　

ボ
ー
ダ
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
大
赦
は
革
命
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
大
赦
は
、
新
憲
法
の
制
定
と

新
議
会
の
発
足
に
よ
る
、
新
し
い
秩
序
の
形
成
と
結
び
つ
い
て
い
た(22)

。
新
し
い
議
会
の
三
分
の
二
は
現
職
か
ら
選
出
さ
れ
、
安
定

を
維
持
す
る
こ
と
で
、
憲
法
を
確
実
に
適
用
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
定
め
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
三
分
の
二
法
」
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で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
赦
、
憲
法
、
三
分
の
二
法
は
、
ボ
ー
ダ
ン
そ
の
人
に
お
い
て
ひ
と
つ
を
な
す
。
彼
は
、
憲
法
を
起
草
し
た

一
一
人
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
、「
三
分
の
二
法
」
を
「
革
命
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
」
の
方
法
と
し
て
提
案

し
て
い
た
の
で
あ
る(23)

。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
赦
法
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
新
た
な
始
ま
り
」
を
規
定
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
大
赦
法
の
第
一
条

は
、
死
刑
の
廃
止
を
定
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
死
刑
の
廃
止
は
お
そ
ら
く
、
革
命
の
終
焉
を
象
徴
づ
け
る
た
め
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と

い
う
意
味
で
、
大
赦
と
ひ
と
つ
を
な
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
人
々
に
忘
却
を
与
え
る
こ
と
で
、
国
内
の
政
治
的
対
立
を
収
拾

し
、
革
命
の
終
焉
と
新
た
な
国
家
の
誕
生
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
憎
し
み
の
連
鎖
の
元
凶
と
な
っ
て
い
た
死
刑
を
廃
止
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
を
象
徴
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
革
命
広
場
を
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
の
名
に
、
広
場
に
至
る
道
を
革
命
通
り
の
名

に
改
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
革
命
は
コ
ン
コ
ル
ド
（
和
合
）
へ
と
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
、
多
く
の
人
々
が

血
を
流
し
た
和
合
の
広
場
で
、
恐
怖
政
治
の
象
徴
で
あ
る
ギ
ロ
チ
ン
を
、
朝
日
が
昇
る
と
と
も
に
焼
く
の
だ
と
彼
は
考
え
て
い
た(24)

。

　

し
か
し
、
こ
の
死
刑
廃
止
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
賛
成
を
表
明
し
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
＝
ド
ル
ヴ
ィ
ル
た
だ
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
。

翌
日
の
議
論
で
も
、
死
刑
を
即
座
に
、
ま
た
、
無
条
件
的
に
廃
止
す
る
こ
と
を
支
持
し
た
の
は
、
シ
ェ
ニ
エ
の
み
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
ボ
ー
ダ
ン
の
寛
容
そ
れ
自
体
も
、
議
会
の
面
々
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
結
局
、
大
赦
の
範
囲
に
は
制
約
が
加
え
ら

れ
、
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
三
日
の
蜂
起
に
か
か
わ
っ
た
人
々
や
亡
命
貴
族
は
除
外
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
、
死
刑
廃
止
も
「
一
般
的

平
和
」
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る(25)

。

　

実
は
、
ボ
ー
ダ
ン
が
大
赦
を
提
案
し
た
そ
の
日
、
国
民
公
会
は
、
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
三
日
の
蜂
起
に
参
加
し
た
者
、
亡
命
貴

族
、
王
党
派
、
宣
誓
拒
否
僧
、
亡
命
貴
族
の
家
族
に
追
放
を
命
ず
る
法
律
を
制
定
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
ー
ダ
ン
の
理
想
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
結
局
、
国
民
公
会
は
新
た
な
「
敵
」
を
創
設
す
る
こ
と
な
し
に
、
か
つ
て
の
「
敵
」
を
受
け
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入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
大
赦
も
、
全
国
で
一
斉
に
執
行
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
マ
ル
セ
イ
ユ
や
ト
ゥ
ー
ロ
ン

で
は
、
こ
の
大
赦
自
体
が
無
視
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は
「
総
裁
政
府
の
恐
怖
政
治
」
と
呼
ば
れ
る
、
亡
命
貴
族
や
宣
誓
拒
否

僧
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
弾
圧
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る(26)

。

　

結
局
、
大
赦
に
よ
り
革
命
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
大
赦
に
よ
り
そ
れ
ま
で
の
混
乱
を
清
算
す
る
た
め
に
は
、
目

指
さ
れ
る
秩
序
に
た
い
す
る
確
信
の
共
有
と
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
一
体
感
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
革
命
を
終
わ

ら
せ
る
た
め
の
大
赦
は
、
革
命
を
新
た
な
形
で
「
継
続
」
さ
せ
る
た
め
に
与
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
大
赦

を
あ
え
て
行
う
と
い
う
能
動
的
な
行
為
に
よ
り
革
命
を
忘
れ
去
る
こ
と
は
で
き
な
い(27)

。
こ
れ
ら
の
大
赦
は
、
革
命
に
よ
る
傷
を
清
算

す
る
た
め
で
は
な
く
、過
去
の
傷
を
忘
れ
よ
う
と
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
傷
を
代
償
と
し
て
達
成
さ
れ
た
「
革
命
の
成
果
」

を
記
念
す
る
た
め
の
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
ボ
ナ
パ
ル
ト
体
制
の
成
立
と
赦
し

　

革
命
議
会
だ
け
で
な
く
、ボ
ナ
パ
ル
ト
も
大
赦
を
行
っ
て
い
る
。
恩
赦
復
活
直
前
の
共
和
暦
一
〇
年
フ
ロ
レ
ア
ル
六
日（
一
八
〇
二

年
四
月
二
六
日
）、
亡
命
貴
族
に
た
い
し
大
赦
を
行
う
と
の
元
老
院
議
決
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
共
和
暦
一
一
年

の
初
日
（
一
八
〇
二
年
九
月
二
三
日
）
ま
で
に
帰
国
し
、
政
府
へ
の
忠
誠
を
誓
っ
た
亡
命
貴
族
は
、
赦
し
を
与
え
ら
れ
た(28)

。

　

こ
の
大
赦
は
「
事
物
の
現
在
の
状
態
に
よ
り
、
正
義
に
よ
り
、
国
益
に
よ
り
、
憲
法
の
精
神
に
合
致
す
る
点
に
お
い
て
命
じ
ら

れ
」
た
。
か
つ
て
、
国
内
が
分
裂
し
、
さ
ら
に
、
歴
史
上
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
戦
争
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
と
行
っ
て
い
た
頃
に
は
、

亡
命
貴
族
は
厳
し
く
排
除
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
争
が
終
結
し
た
今
、
国
内
を
統
合
し
て
平
和
を
固
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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そ
れ
は
、「
フ
ラ
ン
ス
人
を
集
め
、家
族
を
安
定
さ
せ
、長
い
革
命
と
不
可
分
の
諸
悪
を
忘
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
」

に
よ
り
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
最
も
効
果
的
な
方
法
は
、
法
律
の
厳
し
さ
を
緩
和
す
る
こ
と
と
、
亡
命
貴
族
リ
ス
ト
か
ら
の
名
前

の
削
除
を
確
実
に
、
遅
滞
な
く
行
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
大
赦
は
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
常
に
犯
罪
者
よ
り
も
道

に
迷
っ
て
い
る
、
最
も
多
く
の
人
々
に
は
恩
恵
と
な
り
、大
罪
人
に
は
、
亡
命
貴
族
リ
ス
ト
に
決
定
的
に
と
ど
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

処
罰
を
下
す
」。
つ
ま
り
、
こ
の
大
赦
は
、
革
命
に
よ
り
祖
国
を
追
わ
れ
た
貴
族
た
ち
を
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
秩
序
に
組
み
込
ま
れ
る

と
い
う
条
件
の
下
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
還
さ
せ
る
こ
と
で
、
革
命
と
は
一
線
を
画
し
た
ボ
ナ
パ
ル
ト
体
制
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
恩
赦
の
復
活
以
前
か
ら
、
彼
は
、
法
律
を
か
い
く
ぐ
る
よ
う
に
し
て
、
事
実
上
の
恩
赦
を
行
っ
て
い
た
。
テ
ィ
エ
ー
ル

に
よ
れ
ば
、
一
八
〇
〇
年
一
月
、
ふ
く
ろ
う
党
員
フ
ロ
ッ
テ
の
逮
捕
の
知
ら
せ
が
パ
リ
に
伝
わ
っ
た
と
き
、
多
く
の
嘆
願
者
が
第
一

執
政
を
取
り
囲
み
、「
恩
赦
に
相
当
す
る

0

0

0

0

0

0

0

手
続
き
の
停
止
を
得
た
」（
強
調
は
引
用
者(29)

）。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
彼
は
実
際
に
恩
赦
を

行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
恩
赦
復
活
直
前
の
、
共
和
暦
一
〇
年
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
二
〇
日
（
一
八
〇
一
年
一
〇
月
一
二
日
）
の

通
達
は
、
恩
赦
嘆
願
に
よ
り
判
決
の
執
行
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

恩
赦
復
活
後
は
、
共
和
暦
一
二
年
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
九
日
（
一
八
〇
三
年
一
〇
月
一
二
日
）
に
、
六
ヶ
月
ご
と
に
、
陸
軍
大

臣
の
派
遣
し
た
検
査
官
が
、
各
作
業
所
（atelier

）
か
ら
恩
赦
に
値
す
る
人
物
を
担
当
大
臣
に
報
告
し
、
大
臣
が
第
一
執
政
に
報
告

す
る
と
の
デ
ク
レ
が
定
め
ら
れ
た(30)

。
こ
の
法
律
は
、
共
和
暦
一
四
年
フ
リ
メ
ー
ル
一
六
日
（
一
八
〇
五
年
一
二
月
七
日
）
に
適
用
さ

れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
皇
帝
は
恩
赦
権
の
法
的
根
拠
を
も
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
恩
赦
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
う
え
、
共
和
暦
一
三
年
メ
シ
ド
ー
ル
一
三
日
（
一
八
〇
五
年
七
月
二
日
）
に
は
、
思
赦
嘆
願
に
よ
り
判
決
の
執
行
を
停
止

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
〇
七
年
一
月
三
日
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
、
恩
赦
は
罰
金
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の
消
滅
を
も
導
く
と
の
意
見
を
出
し
、
二
五
日
に
は
、
恩
赦
の
決
定
の
前
に
支
払
わ
れ
た
罰
金
を
返
還
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述

べ
た
。
そ
し
て
、
一
八
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
に
は
、
破
棄
院
判
決
に
よ
り
、
恩
赦
は
再
審
請
求
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
宣

言
さ
れ
た(31)

。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
恩
赦
の
概
念
を
拡
大
し
さ
え
し
た
。
共
和
暦
一
三
年
プ
リ
ュ
ヴ
ィ
オ
ー
ズ
一
七
日

（
一
八
〇
五
年
二
月
六
日
）
の
破
棄
院
判
決
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
執
行
猶
予
は
恩
赦
の
一
種
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決

は
、
原
審
で
、
裁
判
官
に
よ
り
執
行
猶
予
が
言
い
渡
さ
れ
た
と
と
も
に
、
恩
赦
嘆
願
が
勧
め
ら
れ
た
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る
。
破

棄
院
に
よ
れ
ば
、
執
行
猶
予
は
「
恩
赦
を
行
う
権
利
の
第
一
の
行
為
」
で
あ
り
、
裁
判
所
に
そ
れ
を
行
う
権
限
は
な
い
の
で
あ
っ

た(32)

。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
広
範
な
恩
赦
権
を
当
然
の
よ
う
に
行
使
す
る
一
方
で
、
恩
赦
を
自
ら
の
正
当
化
の
た
め
に
も
用
い
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
恩
赦
状
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
一
八
〇
六
年
八
月
九
日
に
ジ
ャ
ン

ヌ
・
ラ
コ
ン
ブ
に
与
え
ら
れ
た
恩
赦
状
を
見
て
み
よ
う(33)

。

　

こ
の
時
の
書
状
は
、
一
見
す
る
と
、
そ
れ
以
前
の
も
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
文
面
は
、
以
前
に
比
べ

て
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
定
型
句
か
ら
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
部
分
は
す
べ
て
活
字
化
さ
れ
て
お

り
、
受
益
者
の
名
前
な
ど
を
空
欄
に
記
入
す
る
だ
け
で
書
状
が
完
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
用
紙
に
も
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
以

前
に
は
、
一
枚
の
紙
を
二
つ
に
折
っ
て
冊
子
状
に
し
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
の
恩
赦
状
は
、
A 

3
サ
イ
ズ
の
用
紙
を
折
ら
ず

に
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
書
状
は
、
大
き
さ
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
管
見

の
限
り
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
書
状
の
中
身
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
定
型
句
の
一
部
に
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
名
残
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
と
え
ば
、
恩
赦
状
の
書
き
出
し
に
は
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
神
の
恩
寵
と
帝
国
の
諸
憲
法
に
よ
り
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
皇
帝
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な
り
」
と
い
う
、
革
命
期
に
国
王
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
恩
赦
状
と
よ
く
似
た
言
い
回
し
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、

一
八
〇
六
年
の
書
状
は
、「
朕
は
ピ
エ
ー
ル
・
グ
ル
ロ
ー
の
妻
で
、
三
〇
歳
の
、
ボ
ル
ド
ー
の
下
宿
屋
の
お
か
み
で
、
共
和
暦
九
年

ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
五
日
の
貴
院
の
判
決
に
よ
り
、家
事
使
用
人
に
よ
る
窃
盗
の
共
犯
の
罪
で
懲
役
八
年
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
、

ボ
ル
ド
ー
の
監
獄
に
収
監
さ
れ
て
い
た
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ラ
コ
ン
ブ
の
、
朕
の
恩
赦
状
を
得
る
た
め
の
嘆
願
を
受
け
た
」
と
記
し
て
い

る
が
、「
朕
は
…
の
嘆
願
を
受
け
た
」
と
い
う
形
式
や
、
嘆
願
者
の
名
前
に
身
分
や
職
業
な
ど
の
情
報
も
併
せ
て
明
記
さ
れ
て
い
る

点
は
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
共
通
し
て
い
る
。
書
状
の
後
半
に
は
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
以
来
用
い
ら
れ
て
き
た
「
法

律
の
厳
し
さ
よ
り
も
慈
悲
を
好
む
こ
と
を
望
み
」
と
い
う
言
葉
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
か
つ
て
の
国
王
た
ち

の
恩
赦
を
模
倣
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
恩
赦
状
の
後
半
に
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
、
恩
赦
の
決
定
か
ら
法
廷
に
お
け
る
書
状
の
授
与
ま
で
の
手
続
き
に
も

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
〇
六
年
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
プ
リ
ヴ
ェ
で
の
議
論
を
経
て
完
成
し
た
恩
赦
状
は
、

帝
国
の
玉
璽
を
押
さ
れ
、
三
日
以
内
に
裁
判
所
に
提
示
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
受
益
者
は
公
開
の
法
廷
に
お
い
て
、
直
立
か
つ
脱
帽
し

た
状
態
で
、
書
状
の
読
上
げ
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
恩
赦
は
国
王
国
務
会
議
で
の

報
告
を
経
て
決
定
さ
れ
、
完
成
し
た
書
状
は
、
公
開
の
法
廷
で
認
可
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
書
状
の
後
半
に
、
こ

の
よ
う
な
手
続
き
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
書
状
に
倣
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、
単
な
る
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
へ
の
回
帰
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
恩
赦
を
嘆
願
す

る
際
、
人
々
は
彼
を
「
皇
帝
か
つ
国
王
」
と
呼
ん
だ
が(34)

、
彼
自
身
は
、
革
命
の
子
と
も
名
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

た
し
か
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、
神
の
権
利
で
あ
る
赦
し
を
用
い
て
、
自
ら
の
支
配
に
正
当
性
を
与
え
よ
う
と
し
た
が
、
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彼
は
、
か
つ
て
の
国
王
た
ち
の
よ
う
に
「
い
と
キ
リ
ス
ト
教
的
な
、
神
と
し
て
の
王
」
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
求
め
た
「
神
」
と
は
、
市
民
宗
教
と
し
て
の
民
法
典
で
あ
っ
た
。
民
法
典
を
は
じ
め
と
す
る
、
フ
ラ
ン

ス
の
再
組
織
化
の
た
め
に
行
わ
れ
た
功
績
こ
そ
が
、彼
に
と
っ
て
の
栄
光
の
よ
り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る(35)

。
そ
し
て
彼
は
、ル
ソ
ー

が
理
想
と
し
た
、
卓
越
し
た
知
性
を
も
つ
立
法
者
と
し
て
、
神
の
権
威
に
裏
打
ち
さ
れ
た
法
律
の
権
威
を
用
い
て
新
た
な
社
会
を
作

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
を
権
威
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る(36)

。

注
⑴　

A
rendt, H

anna, O
n Revolution, H

arm
ondsw

orth, 1990, p. 213. 

ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト『
革
命
に
つ
い
て
』清
水
速
雄
訳
、合
同
出
版
、一
九
六
八
年
、

二
七
四
ペ
ー
ジ
。

⑵　

Archives Parlem
entaires, de 1787 à 1860. 1ère série, 1787 à 1799: recueil com

plèt des débats législatifs &
 politiques des C

ham
bres 

françaises, t. 30, Paris 1888; réim
pression, N

endeln, 1969, pp. 620― 621.

⑶　

一
七
九
一
年
九
月
一
四
日
の
大
赦
法
（
抄
訳
）

　
　

国
民
議
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
目
的
は
帝
国
に
憲
法
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
憲
法
が
完
成
さ
れ
、
国
王
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
瞬
間

に
革
命
は
終
了
す
べ
き
と
考
え
、

　
　

そ
れ
以
降
は
、
憲
法
上
の
諸
機
関
と
法
律
に
抵
抗
す
る
こ
と
は
有
罪
で
あ
る
一
方
、
国
民
の
意
思
が
未
だ
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
式
に
宣

言
さ
れ
て
も
い
な
か
っ
た
時
に
、
こ
の
意
思
に
向
け
ら
れ
て
い
た
反
対
の
跡
を
忘
れ
る
こ
と
こ
そ
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
ふ
さ
わ
し
く
、
さ
ら
に
、
愛
国
心
、

友
愛
、
そ
し
て
こ
の
一
般
的
忘
却
の
範
を
お
示
し
に
な
っ
た
君
主
へ
の
愛
着
と
い
う
共
通
感
情
の
な
か
に
あ
ら
ゆ
る
軋
轢
を
消
失
さ
せ
る
時
が
つ
い
に
来
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た
と
考
え
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。

　

第
一
条　

い
か
な
る
事
が
対
象
と
な
り
え
た
と
し
て
も
、
革
命
に
か
か
わ
る
事
実
に
か
ん
し
て
行
わ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
手
続
き
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な

手
続
き
に
基
づ
い
て
生
じ
た
す
べ
て
の
判
決
は
不
可
逆
的
に
消
滅
す
る
。

　

第
二
条　

す
べ
て
の
警
察
官
お
よ
び
裁
判
官
は
、
前
条
に
記
載
さ
れ
た
事
実
に
た
い
し
い
か
な
る
手
続
き
を
開
始
す
る
こ
と
も
、
今
後
開
始
さ
れ
る
手
続

き
を
続
行
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

第
三
条　

国
王
は
、
司
法
大
臣
に
命
令
を
与
え
、
こ
の
罪
刑
消
滅
に
含
ま
れ
る
手
続
き
や
判
決
の
、
国
王
委
員
に
よ
り
証
印
を
押
さ
れ
た
一
覧
表
を
、
各

裁
判
所
の
裁
判
官
か
ら
送
付
さ
せ
る
よ
う
懇
願
さ
れ
る
。
な
お
、
大
臣
は
前
述
の
一
覧
表
の
引
き
渡
し
を
立
法
府
に
証
明
す
る
。

　

第
四
条
（
省
略
）

　

第
五
条
（
省
略
）

　
（D

uvergier, J. -B
. (éd.), C

ollection com
plète des lois, décrets, ordonnances, règlem

ents, et avis du C
onseil d ’État, Paris, t. 3, 1824, pp. 

307― 308. 

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
『
一
七
九
一
年
憲
法
の
資
料
的
研
究
』
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
一
九
七
二
年
、
二
〇
四―

二
〇
五
ペ
ー

ジ
も
参
照
。）

⑷　

W
ahnich, Sophie, Écrire l ’histoire des violences politiques ou les am

nistier, dans U
ne histoire politique de l ’am

nistie, sous la direction 

de Sophie W
ahnich, Paris, 2007, pp. 72― 73.

⑸　

Archives Parlem
entaires, t. 30, p. 621.

⑹　

M
artin, Jean-C

lém
ent, La Révolution française, 1789― 1799, une histoire socio-politique, Paris, 2008, p. 137.

⑺　

Archives Parlem
entaires, t. 35, pp. 101― 102.
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⑻　
Ibid., t. 34, p. 292.

⑼　
Ibid., t. 51, p. 23.

⑽　

た
と
え
ば
、Ibid., t. 34, pp. 267― 268

を
参
照
。

⑾　

Ibid., t. 38, p. 276.

⑿　

K
ennedy, M

ichael L., The “Last Stand ” of the Jacobin C
lubs, French H

istorical Studies, v. 16, n. 2, 1989, p. 311.

⒀　

共
和
暦
二
年
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
一
八
日
の
デ
ク
レ

　

第
一
条　

全
国
保
安
委
員
会
は
、
一
七
九
三
年
九
月
一
七
日
の
法
律
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
な
い
理
由
に
よ
り
﹇
反
革
命
の
﹈
容
疑
者
と
し
て
身
柄
を
拘
束

さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
市
民
を
釈
放
す
る
責
任
を
負
う
。

　

第
二
条　

共
和
国
の
す
べ
て
の
監
視
委
員
会
も
し
く
は
革
命
委
員
会
は
、
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
か
、
そ
の
両
親
も
し
く
は
友
人
に
、
逮
捕
理
由
の

写
し
を
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
三
条　

人
民
の
代
表
者
お
よ
び
公
安
委
員
会
と
全
国
保
安
委
員
会
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
逮
捕
状
の
理
由
も
、
同
様
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
か
、

彼
ら
の
両
親
も
し
く
は
友
人
に
伝
達
さ
れ
る
。

　
（D

uvergier, op. cit., t. 7, p. 295.

）

⒁　

Furet, et al., D
ictionnaire critique de la Révolution française, Paris, 1988, pp. 428― 429.

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
フ
ェ
レ
／
モ
ナ
・
オ
ズ
ー
フ
編
『
フ

ラ
ン
ス
革
命
事
典
3―

人
物
Ⅱ―

』
河
野
健
二
他
監
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
九
年
、
一
六
一―

一
六
二
ペ
ー
ジ
。B

aczko, B
ronislaw

, C
om

m
ent 

sortir de la Terreur: Therm
idor et la Révolution, Paris, 1989, p. 101.

⒂　

B
aczko, B

ronislaw
, Politiques de la Révolution française, Paris, 2008, pp. 168― 169.
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⒃　
K

ennedy, art. cit., pp. 313― 315, 317.
⒄　

B
aczko, C

om
m

ent Sortir de la Terreur, p. 103; A
ulard, François V

ictor A
lphonse, La société des jacobins, t. V

I, Paris, 1897; 

réim
pression, N

ew
 York, 1973, pp. 374― 375; K

ennedy, art. cit., p. 317.

⒅　

A
ulard, op. cit., p. 390.

⒆　

B
aczko, Politiques de la Révolution, pp. 217― 226.

⒇　

B
aczko, B

ronislaw
, B

riser la guillotine. U
ne am

nistie therm
idorienne, C

rim
e, H

istoire &
 Société, v. 8, 2004, p. 8.

21　

M
oniteur U

niversel, 8― 9 brum
aire, A

n 4.

22　

B
aczko, Politiques de la Révolution, pp. 240― 241.

23　

M
oniteur, 6 fructidor, A

n 4.

24　

B
ackzo, B

riser la guillotine, pp. 20― 21.

25　

共
和
暦
四
年
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
四
日
の
デ
ク
レ
（
抄
訳
）

　

第
一
条　

一
般
的
平
和
の
公
示
の
日
を
も
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
に
お
い
て
死
刑
は
廃
止
さ
れ
る
。

　

第
二
条　

革
命
広
場
は
今
後
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
の
名
を
も
つ
。
こ
の
広
場
へ
導
く
通
り
は
革
命
通
り
の
名
を
も
つ
。

　

第
三
条　

国
民
公
会
は
、
本
日
か
ら
、
純
粋
に
革
命
に
か
か
わ
る
事
実
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
起
訴
も
し
く
は
逮
捕
の
命
令
、
執
行
さ
れ
た
、
も
し
く
は

さ
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
逮
捕
状
、
す
べ
て
の
訴
訟
手
続
き
、
訴
追
、
判
決
を
消
滅
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
同
じ
事
件
に
際
し
て
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
者
は

直
ち
に
解
放
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
彼
ら
に
た
い
し
先
の
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
三
日
の
陰
謀
に
か
か
わ
る
訴
追
事
項
が
全
く
な
い
場
合
に
限
ら
れ

る
。
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第
四
条　

革
命
の
さ
な
か
に
犯
さ
れ
、
刑
法
典
に
規
定
さ
れ
て
い
る
犯
罪
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
た
い
し
て
そ
こ
で
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
刑
罰
を
も
っ
て
罰
せ

ら
れ
る
。

　

第
五
条　

あ
ら
ゆ
る
混
合
起
訴
（accusation m

ixte

）、
す
な
わ
ち
革
命
に
か
か
わ
る
事
実
で
あ
る
と
同
時
に
刑
法
典
に
規
定
さ
れ
た
犯
罪
で
も
あ
る
場

合
に
は
、
予
審
手
続
き
お
よ
び
判
決
は
こ
れ
ら
の
﹇
刑
法
典
に
定
め
ら
れ
た
﹈
犯
罪
に
か
ん
し
て
の
み
行
わ
れ
る
。

　

第
六
条
（
省
略
）

　

第
七
条
（
省
略
）

　

第
八
条　

以
下
は
完
全
に
大
赦
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

　

一　

ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
の
陰
謀
の
事
実
に
つ
い
て
欠
席
裁
判
で
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
る
者
。

　

二　

同
じ
陰
謀
に
つ
い
て
予
審
手
続
き
が
開
始
さ
れ
、
あ
る
い
は
証
拠
が
得
ら
れ
て
い
る
者
、
も
し
く
は
証
拠
が
後
か
ら
得
ら
れ
そ
う
な
者
。

　

三　

国
外
追
放
さ
れ
た
も
し
く
は
そ
れ
を
免
れ
え
な
い
聖
職
者
。

　

四　

偽
の
ア
ッ
シ
ニ
ア
紙
幣
お
よ
び
貨
幣
を
製
造
し
た
者
。

　

五　

共
和
国
の
領
土
に
戻
っ
た
、
も
し
く
は
そ
う
で
な
い
亡
命
貴
族
。

　

第
九
条　
（
省
略
）

　
（D

uvergier, op. cit., t. 8, pp. 540― 541.

）

26　

B
row

n, H
ow

ard, G
., M

yth es et m
assacres: reconsidérer la 《terreur directoriale

》, Annales historiques de la Révolution française, n. 325, 

2001.

27　

Voir O
zouf, M

ona, L ’école de la France. Essais sur la Révolution, l ’utopie et l ’enseignem
ent, Paris, 1984, p. 107.

28　

共
和
暦
一
〇
年
フ
ロ
レ
ア
ル
六
日
の
元
老
院
議
決
（
抄
訳
）
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元
老
院
は
、﹇
共
和
暦
八
年
（
一
七
九
九
年
）﹈
憲
法
第
九
〇
条
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
構
成
員
の
数
﹇
全
体
の
三
分
の
二
﹈
を
も
っ
て
招
集
さ
れ
、

　
　

先
の
ジ
ェ
ル
ミ
ナ
ル
二
六
日
の
、
共
和
国
執
政
に
よ
り
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
送
ら
れ
た
亡
命
貴
族
に
関
係
す
る
大
赦
（acte d ’am

nistie

）
の
法
案

を
含
む
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
審
議
録
の
抄
本
と
、
こ
の
法
案
に
か
ん
す
る
、
第
一
執
政
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
意
見
で
、
大
赦
の

法
案
が
元
老
院
に
提
出
さ
れ
議
決
の
主
題
と
な
る
よ
う
に
し
た
意
見
に
基
づ
い
て
、

　
　

同
様
に
、
今
月
四
日
の
、
第
一
執
政
の
ア
レ
テ
、
こ
れ
に
よ
り
三
名
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
評
定
官
が
元
老
院
に
大
赦
の
法
案
を
提
出
し
そ
の
理
由
を

説
明
す
る
た
め
に
指
名
さ
れ
た
ア
レ
テ
に
基
づ
い
て
、

　
　

前
述
の
法
案
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
を
決
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
政
府
の
代
弁
者
の
話
を
聞
い
た
後
、

　
　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
月
四
日
の
会
議
で
指
名
さ
れ
た
特
別
委
員
会
に
よ
り
元
老
院
に
な
さ
れ
た
報
告
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

　
　

提
案
さ
れ
た
方
法
は
事
物
の
現
在
の
状
態
に
よ
り
、
正
義
に
よ
り
、
国
益
に
よ
り
、
憲
法
の
精
神
に
合
致
す
る
点
に
お
い
て
命
じ
ら
れ
る
と
考
え
、

　
　

ま
た
、
亡
命
に
か
ん
す
る
法
律
が
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
時
期
、
フ
ラ
ン
ス
は
内
部
の
分
裂
に
よ
り
引
き
裂
か
れ
、
ほ
ぼ
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
た
い
し
て

歴
史
上
例
を
見
な
い
戦
争
を
継
続
し
て
お
り
、
そ
れ
が
厳
格
な
特
別
の
規
定
を
必
要
と
し
て
い
た
と
考
え
、

　
　

今
日
平
和
が
国
外
に
成
立
し
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
人
を
集
め
、
家
族
を
安
定
さ
せ
、
長
い
革
命
と
不
可
分
の
諸
悪
を
忘
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
あ
ら

ゆ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
に
お
け
る
平
和
を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
　

法
律
の
厳
し
さ
を
緩
和
し
、﹇
亡
命
貴
族
リ
ス
ト
か
ら
の
﹈
削
除
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
諸
形
式
の
結
果
生
じ
た
不
確
実
と
遅
延
を
止
め
る
方
法
よ
り

も
国
内
の
平
和
を
う
ま
く
固
め
る
も
の
は
な
い
こ
と
か
ら
、

　
　

こ
の
方
法
は
、
常
に
犯
罪
者
よ
り
も
道
に
述
っ
て
い
る
、
最
も
多
く
の
人
々
に
は
恩
恵
と
な
り
、
大
罪
人
に
は
、
亡
命
貴
族
リ
ス
ト
に
決
定
的
に
と
ど

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
処
罰
を
下
す
大
赦
で
し
か
あ
り
え
な
い
と
考
え
、

　
　

こ
の
大
赦
は
、
仁
慈
に
よ
り
着
想
さ
れ
た
が
、
そ
れ
自
体
に
お
い
て
公
正
で
、
公
安
を
保
ち
（tranquillisantes pour la sûreté publique

）、
ま
た
国
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益
と
賢
明
に
結
び
付
け
ら
れ
る
と
い
う
条
件
の
下
で
し
か
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

　
　

大
赦
の
あ
る
諸
規
定
は
、
あ
ら
ゆ
る
攻
撃
か
ら
共
和
国
と
と
も
に
な
さ
れ
た
行
為
を
守
り
、
再
び
国
有
財
産
の
売
却
の
保
証
を
認
め
、
そ
の
維
持
は
常

に
執
政
た
ち
の
関
心
の
特
別
な
対
象
で
あ
っ
た
の
と
同
様
、
元
老
院
に
と
っ
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

　
　

元
老
院
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。

　

第
一
章　

亡
命
貴
族
の
人
身
に
か
ん
す
る
諸
規
定

　

第
一
条　

大
赦
は
、
亡
命
の
事
実
に
た
い
し
、
そ
の
罪
に
問
わ
れ
、﹇
亡
命
者
リ
ス
ト
か
ら
﹈
決
定
的
に
削
除
さ
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
個
人
に
認
め
ら

れ
る
。

　

第
二
条　

前
述
の
個
人
で
フ
ラ
ン
ス
に
い
な
い
者
は
、
共
和
暦
一
一
年
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
日
﹇
一
八
〇
二
年
九
月
二
三
日
﹈
以
前
に
帰
国
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

第
三
条　

彼
ら
の
帰
国
の
際
、
彼
ら
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
カ
レ
ー
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
マ
イ
ン
ツ
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
ニ
ー
ス
、

バ
イ
ヨ
ン
ヌ
、
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン
、
そ
し
て
ボ
ル
ド
ー
の
町
に
派
遣
さ
れ
た
親
任
官
の
前
で
、
大
赦
に
よ
っ
て
共
和
国
の
領
土
に
戻
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　

第
四
条　

こ
の
宣
言
に
続
い
て
、
憲
法
に
よ
り
成
立
さ
れ
た
政
府
に
忠
実
で
あ
り
、
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
、
国
家
の
敵
と
の
あ
ら
ゆ
る
交
際
も
通
信

も
続
け
な
い
と
の
宣
誓
が
行
わ
れ
る
。

　

第
五
条　

外
国
の
実
力
、
要
職
、
称
号
、
勲
章
、
俸
給
、
年
金
を
受
け
取
っ
た
者
は
、
同
じ
親
任
官
の
前
で
そ
れ
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、

そ
れ
ら
を
は
っ
き
り
と
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
六
条　

彼
ら
が
共
和
暦
一
一
年
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
日
よ
り
前
に
帰
国
し
、
ま
た
先
の
諸
条
文
に
よ
り
記
載
さ
れ
た
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
彼
ら
は
こ
の
大
赦
を
失
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
さ
ら
に
亡
命
貴
族
リ
ス
ト
に
決
定
的
に
と
ど
め
ら
れ
る
…
。

　

第
七
条　

現
在
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
に
い
る
者
は
、﹇
大
赦
の
﹈
権
利
の
剥
奪
と
亡
命
貴
族
リ
ス
ト
へ
の
決
定
的
な
維
持
と
い
う
同
じ
刑
罰
で
も
っ
て
、
こ
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の
法
律
の
公
布
か
ら
数
え
て
一
ヶ
月
以
内
に
、
彼
ら
の
い
る
県
の
県
会
に
席
を
占
め
る
知
事
の
前
で
、
同
じ
宣
言
と
宣
誓
そ
し
て
放
棄
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

第
八
条
（
省
略
）

　

第
九
条
（
省
略
）

　

第
一
〇
条　

以
下
の
者
は
こ
の
大
赦
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
一　

反
共
和
国
の
武
装
集
会
の
首
領
で
あ
っ
た
個
人
。
二　

敵
の
軍
隊
に
お
い
て
階
級
を
も
っ

て
い
た
個
人
。
三　

共
和
国
の
成
立
以
降
、
か
つ
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
君
主
た
ち
の
屋
敷
で
要
職
を
維
持
し
て
い
た
個
人
。
四　

内
戦
あ
る
い
は
対
外
戦
争

の
主
導
者
ま
た
は
密
偵
で
あ
っ
た
、
も
し
く
は
現
在
そ
う
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
る
者
。
五　

共
和
国
へ
の
裏
切
り
で
有
罪
と
さ
れ
た
陸
軍
も
し
く
は
海

軍
の
指
揮
官
、
な
ら
び
に
人
民
の
代
表
﹇
議
員
﹈。
ま
た
、
合
法
的
権
威
を
無
視
し
て
辞
職
を
拒
否
し
た
大
司
教
も
し
く
は
司
教
。

　

第
一
一
条　

前
条
で
指
名
さ
れ
た
個
人
は
、
決
定
的
に
亡
命
貴
族
リ
ス
ト
に
と
ど
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
人
数
は
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
こ

と
は
な
く
、
ま
た
、
う
ち
五
〇
〇
名
は
共
和
暦
一
〇
年
の
間
に
必
ず
指
定
さ
れ
る
。

　

第
一
二
条　

大
赦
さ
れ
た
亡
命
貴
族
は
、
共
和
暦
九
年
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
二
八
日
の
執
政
の
ア
レ
テ
以
来
決
定
的
に
﹇
亡
命
者
リ
ス
ト
か
ら
﹈
除
去
さ

れ
、
削
除
さ
れ
た
者
と
同
様
に
、
削
除
、
除
去
、
も
し
く
は
大
赦
の
証
明
書
の
交
付
の
日
か
ら
一
〇
年
の
間
、
政
府
の
特
別
な
監
視
の
下
に
置
か
れ
る
。

　

第
一
三
条
（
省
略
）

　

第
一
四
条
（
省
略
）

　

第
一
五
条
（
省
略
）

　

第
二
章　

財
産
に
か
ん
す
る
諸
規
定
（
省
略
）

　
（D

uvergier, op. cit., t. 13, pp. 397― 401.

）

29　

Thiers, A
dolphe, H

istoire du consulat et de l ’Em
pire, t. 1, Paris, 1845, p. 207.
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30　
D

uvergier, op. cit., t. 14, p. 416.
31　

Legoux, Jules, D
u droit de grâce en France com

paré avec les législations étrangères: com
m

enté par les lois, ordonnances, décrets, 

lettres patentes, déclarations, édits royaux, arrêts de parlem
ents, de la C

our de cassation et de cours im
périales, avis du C

onseil d ’état, 

décisions et circulaires m
inistérielles, instructions de l ’adm

inistration de l ’enregistrem
ent, etc., depuis 1349 jusqu ’en 1865, C

otillon, 

1865, pp. 154― 157.

32　

M
erlin, Philipe A

ntoine, Répertoire universel et raisonné de jurisprudence, ouvrage de plusieurs jurisconsultes, réduit aux objets dont 

la connaissance peut encore être utile, et augm
enté 1

°. des changem
ens apportés aux lois anciennes par les lois nouvelles, tant avant que 

depuis l ’année 1814; 2

°. de dissertations, de plaidoyers et de réquisitoires sur les unes et les autres, t. 7, Paris, 1827, pp. 283― 284.

33　

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ラ
コ
ン
ブ
に
た
い
す
る
恩
赦
状
（
一
八
〇
六
年
八
月
九
日
）

　
　

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
神
の
恩
寵
と
帝
国
の
諸
憲
法
に
よ
り
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
皇
帝
な
り
。
ボ
ル
ド
ー
に
所
在
す
る
、
ジ
ロ
ン
ド
県
の
朕
の
刑
事
司
法
法
院
を

構
成
す
る
院
長
お
よ
び
そ
の
構
成
員
た
ち
へ
。
朕
は
ピ
エ
ー
ル
・
グ
ル
ロ
ー
の
妻
で
、
三
〇
歳
の
、
ボ
ル
ド
ー
の
下
宿
屋
の
お
か
み
で
、
共
和
暦
九
年
ブ

リ
ュ
メ
ー
ル
一
五
日
の
貴
院
の
判
決
に
よ
り
、
家
事
使
用
人
に
よ
る
窃
盗
の
共
犯
の
罪
で
懲
役
八
年
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
、
ボ
ル
ド
ー
の
監
獄
に

収
監
さ
れ
て
い
た
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ラ
コ
ン
ブ
の
、
朕
の
恩
赦
状
を
得
る
た
め
の
嘆
願
を
受
け
た
。
ま
た
、
朕
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
そ
の
人
に
朕
の
仁
慈

の
効
果
を
感
じ
さ
せ
る
に
至
ら
せ
う
る
と
認
め
た
た
め
、
朕
は
一
八
〇
六
年
八
月
九
日
に
、
サ
ン
＝
ク
ロ
ー
ド
の
朕
の
宮
殿
に
お
け
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
プ

リ
ヴ
ェ
に
、
帝
国
の
大
書
記
長（archichancelier

）と
財
務
総
監（architrésorier
）で
あ
る
公
た
ち（princes

）と
、
朕
の
大
判
事
つ
ま
り
司
法
大
臣
と
、

朕
の
外
務
大
臣
と
内
務
大
臣
、
す
な
わ
ち
元
老
院
議
員
の
ペ
リ
ニ
ヨ
ン
元
帥
と
ド
ラ
プ
ラ
ス
氏
、
朕
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
評
定
官
の
レ
ニ
ョ
ー
・
ド
・

サ
ン
＝
ジ
ャ
ン
＝
ダ
ン
ゲ
リ
氏
と
ド
フ
ェ
ル
モ
ン
氏
、
朕
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
評
定
官
で
破
棄
院
長
の
ミ
ュ
ラ
ー
ル
氏
、
そ
し
て
同
法
院
の
部
長
評
定
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官
バ
リ
ス
氏
を
招
集
し
、
朕
の
大
判
事
つ
ま
り
司
法
大
臣
の
報
告
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
プ
リ
ヴ
ェ
の
他
の
構
成
員
の
意
見
を
聞
い
た
後
、
法
律
の
厳
し
さ
よ

り
も
慈
悲
を
好
む
こ
と
を
望
み
、
朕
は
完
全
で
全
体
的
な
（pleine et entière

）
恩
赦
を
前
述
の
ピ
エ
ー
ル
・
グ
ル
ロ
ー
の
妻
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ラ
コ
ン
ブ
に

与
え
る
こ
と
を
宣
言
し
た
し
、
宣
言
す
る
。
た
だ
し
、
私
訴
原
告
人
の
権
利
は
全
く
損
な
わ
れ
な
い
。

　
　

こ
の
書
状
が
、
帝
国
の
玉
璽
を
押
印
さ
れ
、
前
述
の
法
院
に
派
遣
さ
れ
た
朕
の
検
事
長
に
よ
る
受
領
か
ら
数
え
て
三
日
以
内
に
、
書
状
を
得
た
者
が
連

れ
て
こ
ら
れ
、
直
立
し
帽
子
を
取
っ
て
読
み
上
げ
を
聞
く
公
開
の
法
廷
で
行
わ
れ
る
提
示
が
あ
な
た
が
た
に
な
さ
れ
、
続
い
て
前
述
の
書
状
が
、
同
じ
検

事
長
の
要
請
に
よ
り
、
有
罪
の
法
院
判
決
の
原
本
の
余
白
に
記
載
さ
れ
た
注
釈
と
と
も
に
あ
な
た
が
た
の
登
録
簿
に
写
し
取
ら
れ
る
こ
と
を
命
ず
る
。

　
　

サ
ン
＝
ク
ロ
ー
ド
に
て
、
帝
国
の
玉
璽
の
下
一
八
〇
六
年
八
月
九
日
に
与
え
る
。

　
（A

N
 B

B
30 180

）

　

な
お
、
こ
の
カ
ー
ト
ン
に
は
全
部
で
三
六
〇
通
の
書
状
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

34　

A
N

 B
B

21 78, D
em

ande en grâce de Philippe B
arts et al.

35　

石
井
三
記
「
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
運
命
」（
石
井
三
記
編
『
コ
ー
ド
・
シ
ヴ
ィ
ル
の
二
〇
〇
年
』
創
文
社
、
二
〇
〇
七
年
、
所
収
）
七
ペ
ー
ジ
。

36　

Yaya, Isabel, N
apoleon as Law

giver: The R
enew

al of an Enlightened Political M
otif for the Iconographic Program

 of the Louvre ’s 

C
our C

arrée, French H
istory, v. 25, n. 3, 2011, pp. 321― 322.
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第
五
章　

恩
赦
の
近
代
史

第
一
節　

法
令
に
見
る
近
代
以
降
の
恩
赦

（
一
）
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
恩
赦
権

　

一
九
世
紀
、
恩
赦
は
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
恩
赦
に
か
ん
す
る
条
文
を
も
つ
の
は
、
ま
ず
、
復
古
王
政
期
の

一
八
一
四
年
六
月
四
日
の
憲
章
。
次
に
、ナ
ポ
レ
オ
ン
の
一
〇
〇
日
天
下
の
際
の
、
一
八
一
五
年
四
月
二
二
日
の
帝
国
憲
法
付
加
法
。

七
月
王
政
期
の
一
八
三
〇
年
八
月
一
四
日
の
憲
章
。
一
八
四
八
年
一
一
月
四
日
の
第
二
共
和
制
憲
法
。
ル
イ
＝
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ

パ
ル
ト
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
後
に
定
め
ら
れ
た
一
八
五
二
年
一
月
一
四
日
の
憲
法
。
さ
ら
に
、
第
二
帝
政
の
成
立
を
宣
言
し
た
一
一
月

七
日
の
元
老
院
議
決
。
そ
れ
を
修
正
し
た
一
二
月
二
五
日
の
元
老
院
議
決
。
そ
れ
か
ら
、
一
八
七
〇
年
五
月
二
一
日
の
帝
国
憲
法
を

定
め
る
元
老
院
議
決
。
そ
し
て
、
第
三
共
和
制
憲
法
と
呼
ば
れ
る
三
つ
の
法
律
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
一
八
七
五
年
二
月
二
五
日
の
法

律
で
あ
る
。

　

一
八
一
四
年
の
憲
章
は
、
前
文
で
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
し
た
。
こ
の
憲
章
は
、
第
五
七
条
に
よ
り
「
す

べ
て
の
正
義
は
国
王
か
ら
発
す
る
」
と
定
め
た
う
え
で
、
第
六
七
条
で
国
王
に
よ
る
恩
赦
と
減
刑
の
権
利
を
規
定
し
た(1)

。
こ
れ
ら
の

条
文
か
ら
、
こ
の
憲
章
が
想
定
し
て
い
た
の
は
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
的
な
恩
赦
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

こ
の
恩
赦
は
、
宗
教
的
な
意
味
合
い
も
帯
び
て
い
た
。
復
古
王
政
成
立
時
の
国
王
ル
イ
一
八
世（
在
位
一
八
一
四
年
〜
一
八
二
四
年
）

は
、「
宗
教
は
朕
に
殺
人
犯
を
赦
す
よ
う
勧
め
う
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る(2)

。

　

復
古
王
政
は
、
一
八
一
五
年
三
月
二
〇
日
か
ら
六
月
二
二
日
ま
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
一
〇
〇
日
天
下
に
よ
り
中
断
し
た
。
こ
の
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時
定
め
ら
れ
た
、
帝
国
憲
法
付
加
法
第
五
七
条
は
、
皇
帝
に
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
に
恩
赦
を
行
う
権
利
と
大
赦
を
認
め
る
権
利
を
与
え

た(3)

。

　

一
八
三
〇
年
の
憲
章
第
五
八
条
は
、
一
八
一
四
年
の
憲
章
と
同
じ
よ
う
に
、
国
王
に
よ
る
恩
赦
と
減
刑
を
認
め
た(4)

。
ま
た
、
国
王

ル
イ
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
在
位
一
八
三
〇
年
〜
一
八
四
八
年
）は
積
極
的
に
恩
赦
を
与
え
、一
八
三
〇
年
九
月
二
七
日
の
通
達
か
ら
は
、

死
刑
判
決
の
場
合
に
は
、
た
と
え
嘆
願
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
恩
赦
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た(5)

。
カ
ル
バ
ッ
ス
に

よ
れ
ば
、
そ
の
背
景
に
は
国
王
の
死
刑
嫌
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
王
に
と
っ
て
恩
赦
は
義
務
で
さ
え
あ
っ
た(6)

。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
は
、
国
王
が
憐
憫
の
情
に
突
き
動
か
さ
れ
る
ま
ま
に
恩
赦
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
、

恩
赦
に
大
臣
の
関
与
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(7)

。

　

一
八
四
八
年
に
な
る
と
、
再
び
共
和
制
が
敷
か
れ
、
恩
赦
権
は
大
統
領
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
第
二
共
和
制
憲
法
は
、
そ

れ
ま
で
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
恩
赦
と
大
赦
の
区
別
を
明
確
化
し
、大
赦
は
法
律
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、

恩
赦
を
行
う
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た(8)

。
こ
の
合
議
体
は
、
一
八
四
九
年
の
内
部
規

則
に
よ
り
、
恩
赦
に
か
ん
す
る
意
見
を
表
明
す
る
方
法
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
年
の
拘
禁
刑
以
下
の
場
合
は
、
コ
ン

セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
立
法
部
門
か
ら
選
出
さ
れ
た
五
名
が
、
そ
れ
以
上
の
刑
罰
で
あ
れ
ば
、
立
法
部
全
員
が
諮
問
に
参
加
し
、
死
刑
、

終
身
刑
、
政
治
犯
へ
の
恩
赦
の
場
合
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
総
会
（assem

blée générale

）
で
諮
問
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い(9)

。

　

そ
の
後
、
一
八
五
一
年
一
二
月
二
日
の
ク
ー
デ
タ
、
同
月
二
〇
日
か
ら
二
一
日
に
か
け
て
の
国
民
投
票
を
経
て
、
ル
イ
＝
ナ
ポ
レ

オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
政
権
の
座
に
つ
く
と
、
一
八
四
八
年
憲
法
は
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
時
定
め
ら
れ
た
、
一
八
五
二
年
一
月
一
四

日
の
憲
法
第
九
条
は
、「
彼
﹇
共
和
国
大
統
領
﹈
は
恩
赦
を
行
う
権
利
を
も
つ
」
と
だ
け
規
定
し(10)

、
議
会
の
大
赦
権
や
恩
赦
へ
の
制
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限
を
撤
廃
し
た
。
た
だ
、
こ
の
年
の
三
月
二
六
日
に
は
、
三
名
の
特
別
政
府
委
員
に
政
治
犯
へ
の
恩
赦
権
が
委
ね
ら
れ
て
い
る(11)

。
ル

イ
＝
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
恩
赦
権
は
、
こ
の
年
の
一
一
月
七
日
の
元
老
院
議
決
に
よ
り
、
帝
政
が
宣
言
さ
れ
た
後
も
維
持

さ
れ
た(12)

。
さ
ら
に
、
一
月
一
四
日
の
憲
法
を
修
正
し
た
、
一
二
月
二
五
日
の
元
老
院
議
決
は
、
第
一
条
で
、
皇
帝
が
恩
赦
を
行
い
、

大
赦
を
認
め
る
権
利
を
規
定
し
た(13)

。
こ
れ
を
さ
ら
に
修
正
し
た
、
一
八
七
〇
年
の
元
老
院
議
決
第
一
六
条
も
同
様
で
あ
っ
た(14)

。

　

帝
政
は
普
仏
戦
争
の
敗
北
に
よ
り
崩
壊
し
、
一
八
七
〇
年
九
月
四
日
に
共
和
制
が
宣
言
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
臨
時
国
防
政
府
が
組

織
さ
れ
、
恩
赦
権
は
、
九
月
七
日
の
デ
ク
レ
に
よ
り
、
一
時
的
に
司
法
大
臣
に
委
ね
ら
れ
た(15)

。
そ
の
後
、
一
八
七
一
年
六
月
一
七
日

に
は
、
大
臣
会
議
の
議
長
の
手
に
恩
赦
権
が
委
ね
ら
れ
、
議
会
に
大
赦
権
が
与
え
ら
れ
た(16)

。
し
か
し
な
が
ら
、
恩
赦
は
コ
ミ
ュ
ー
ン

に
か
ん
す
る
犯
罪
に
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
臣
会
議
の
議
長
と
、
議
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
一
五
名
か
ら
な
る
恩
赦

委
員
会
と
の
合
意
が
必
要
と
さ
れ
た(17)

。
委
員
会
は
こ
の
年
の
六
月
三
〇
日
に
発
足
し
た
が
、
一
八
七
六
年
三
月
八
日
に
、
国
民
議
会

の
解
散
と
と
も
に
姿
を
消
し
た(18)

。

　

第
三
共
和
制
憲
法
も
、
執
行
府
が
恩
赦
を
、
議
会
が
大
赦
を
行
う
と
い
う
形
を
維
持
し
た(19)

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
憲
法
は
、
大

統
領
に
よ
る
恩
赦
に
範
囲
や
制
限
を
設
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
一
八
七
五
年
二
月
二
五
日
の
法
律
第
三
条
第
六
項
は
、

共
和
国
大
統
領
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
に
、
大
臣
の
副
署
が
必
要
で
あ
る
と
定
め
て
お
り
、
大
統
領
は
全
く
の
専
断
に
よ
り
恩
赦
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
翌
年
の
五
月
に
は
、
司
法
大
臣
を
首
班
と
す
る
議
会
外
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ

た
。
た
だ
、
こ
の
委
員
会
に
は
諮
問
の
権
限
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
一
八
七
九
年
三
月
三
日
に
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
期
の
す
べ
て
の

犯
罪
に
た
い
す
る
大
赦
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
解
散
し
た(20)

。

　

以
上
、
一
九
世
紀
の
諸
憲
法
の
恩
赦
に
か
ん
す
る
規
定
の
変
遷
を
簡
単
に
た
ど
っ
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
を
見
る
限
り
で
は
、

君
主
制
の
時
期
に
は
、
君
主
に
よ
る
広
範
か
つ
専
断
的
な
恩
赦
が
認
め
ら
れ
、
共
和
制
の
時
期
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
や
恩
赦
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委
員
会
に
よ
る
諮
問
な
ど
の
制
限
が
設
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
恩
赦
が
実
際
に
与
え
ら
れ
る

手
続
き
に
注
目
し
て
み
る
と
、
君
主
制
の
時
期
と
共
和
制
の
時
期
に
は
そ
れ
ほ
ど
決
定
的
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
次
は
、
第
二
帝

政
期
と
第
三
共
和
制
期
の
恩
赦
の
手
続
き
を
簡
単
に
比
較
し
、
検
討
し
た
い
。

（
二
）
一
九
世
紀
の
恩
赦
手
続
き

　

恩
赦
は
、古
来
嘆
願
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、一
九
世
紀
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
じ
で
あ
る
。嘆
願
は
基
本
的
に
、

第
二
帝
政
期
に
は
皇
帝
一
族
、
第
三
共
和
制
期
に
は
大
統
領
に
向
け
て
行
わ
れ
た
が
、
両
方
の
時
代
と
も
、
大
臣
に
行
わ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た(21)

。
嘆
願
を
行
う
の
は
、
多
く
の
場
合
は
罪
人
自
身
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
家
族
や
友
人
な
ど
も
可
能
で
あ
っ
た(22)

。
さ

ら
に
、
事
件
を
担
当
し
た
陪
審
員
に
よ
る
恩
赦
嘆
願
も
可
能
で
あ
っ
た(23)

。
裁
判
官
も
、
当
該
事
件
の
担
当
で
な
け
れ
ば
、
嘆
願
者
に

有
利
な
情
報
を
個
人
的
に

0

0

0

0

司
法
大
臣
に
書
き
送
っ
た
り
、
嘆
願
状
の
隅
に
書
き
込
み
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た(24)

。

　

死
刑
の
場
合
に
は
、
嘆
願
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
恩
赦
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
た
。
恩
赦
嘆
願
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
時
に
は
、

第
二
帝
政
に
お
い
て
は
、
検
事
長
が
司
法
省
に
、
帝
国
検
事
が
帝
国
法
院
検
事
局
に
、
当
該
受
刑
者
の
恩
赦
の
可
能
性
に
か
ん
す
る

報
告
を
送
付
し
た(25)

。
第
三
共
和
制
期
に
な
る
と
、
重
罪
院
長
が
司
法
大
臣
に
書
状
を
送
付
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
第
二
帝
政

の
頃
も
第
三
共
和
制
の
頃
も
、
死
刑
以
外
の
刑
罰
の
場
合
、
重
罪
院
は
会
期
の
終
わ
り
に
、
自
分
た
ち
が
扱
っ
た
事
件
に
か
ん
す
る

恩
赦
の
可
能
性
を
司
法
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
作
業
を
通
じ
て
恩
赦
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た(26)

。

　

嘆
願
状
に
は
、
有
罪
判
決
の
原
因
と
な
っ
た
事
件
の
内
容
、
判
決
を
言
い
渡
し
た
裁
判
所
、
判
決
の
日
付
、
嘆
願
の
根
拠
と
な
る

理
由
な
ど
が
書
か
れ
た
。
で
き
あ
が
っ
た
嘆
願
状
は
、
司
法
省
の
恩
赦
部
と
呼
ば
れ
る
特
別
な
部
署
に
送
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
恩
赦

の
可
否
に
つ
い
て
審
理
が
行
わ
れ
る(27)

。
一
八
七
五
年
六
月
二
五
日
以
前
に
は
、
審
理
に
至
る
前
に
恩
赦
が
却
下
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
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た
が
、
こ
の
日
出
さ
れ
た
通
達
に
よ
り
、
一
部
の
場
合
を
除
い
て
、
審
理
を
す
る
こ
と
な
く
嘆
願
を
切
り
捨
て
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

た(28)

。
審
理
の
始
め
に
は
、
判
決
を
言
い
渡
し
た
場
所
の
検
事
長
に
嘆
願
状
が
送
付
さ
れ
、
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
日
、
そ
れ
を
言
い

渡
し
た
裁
判
所
、
刑
罰
、
収
監
の
場
所
、
嘆
願
者
の
氏
名
・
職
業
・
年
齢
な
ど
の
説
明
が
求
め
ら
れ
る(29)

。
ま
た
、
審
理
で
は
、
市
町

村
や
監
獄
へ
の
問
合
せ
な
ど
に
よ
り
罪
人
の
素
行
に
か
ん
す
る
情
報
も
集
め
ら
れ
る
。
こ
の
作
業
は
、
第
二
帝
政
期
に
は
判
決
を
言

い
渡
し
た
裁
判
所
の
検
事
局
に
よ
り
行
わ
れ
た
が
、
第
三
共
和
制
に
お
い
て
は
検
事
長
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
た(30)

。

　

そ
の
後
、
検
事
長
は
自
ら
の
意
見
を
付
し
て
報
告
を
行
う
。
第
二
帝
政
に
お
い
て
は
、
報
告
は
司
法
大
臣
に
行
わ
れ
、
彼
の
決
定

に
基
づ
い
て
皇
帝
に
恩
赦
状
へ
の
署
名
が
求
め
ら
れ
た(31)

。
第
三
共
和
制
に
な
る
と
、
検
事
長
の
報
告
は
恩
赦
部
に
向
け
て
行
わ
れ
、

こ
こ
で
新
た
に
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、
司
法
大
臣
へ
送
付
さ
れ
た(32)

。
ま
た
、
死
刑
判
決
の
場
合
、
一
八
四
〇
年
ご
ろ
に
は
、
司
法
大

臣
が
大
臣
官
房
長
（chef de cabinet du m

inistre

）
や
部
長
な
ど
か
ら
な
る
省
内
の
評
議
会
を
開
き
、
こ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
に

基
づ
い
て
、
皇
帝
あ
る
い
は
大
統
領
に
報
告
を
行
い
、
最
終
決
定
へ
と
つ
な
げ
る
よ
う
に
な
っ
た(33)

。
お
そ
ら
く
、
一
八
七
一
年
と

七
六
年
の
恩
赦
委
員
会
が
活
動
し
た
の
も
、
司
法
大
臣
へ
の
報
告
後
の
段
階
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

完
成
し
た
恩
赦
状
は
、
か
つ
て
は
裁
判
所
で
の
認
可
手
続
き
を
経
て
初
め
て
効
力
を
も
っ
た
が
、
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
認
可
手

続
き
の
意
義
は
著
し
く
低
下
し
た
。
一
八
四
二
年
五
月
二
一
日
の
通
達
に
よ
り
、
死
刑
以
外
の
場
合
に
は
、
認
可
手
続
き
が
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る(34)

。
さ
ら
に
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
た
と
え
恩
赦
状
が
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
裁
判
所

が
そ
れ
を
認
可
せ
ず
、
反
故
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、
今
や
認
可
手
続
き
は
単
な
る
形
式
と
な
っ
た
。
認
可
を
行
う
の

は
、
当
該
事
件
を
管
轄
し
た
法
院
で
、
法
院
の
構
成
員
全
員
と
検
事
長
が
出
席
し
、
公
開
で
行
わ
れ
た
。
手
続
き
の
内
容
は
、
か
つ

て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
受
益
者
は
直
立
、
脱
帽
し
た
状
態
で
出
席
し
、
恩
赦
の
決
定
が
読
み
上
げ
ら
れ

る
の
を
聞
い
た
後
、
法
院
長
に
よ
る
書
状
の
認
可
の
宣
言
を
経
て
、
希
望
が
あ
れ
ば
恩
赦
状
の
謄
本
が
与
え
ら
れ
る
。
死
刑
判
決
以



法政論集　243号（2012） 126

論　　説

外
の
場
合
に
は
、
恩
赦
の
通
知
は
検
事
長
な
ど
か
ら
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
恩
赦
状
は
与
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
受
益
者
は

恩
赦
の
事
実
が
書
き
足
さ
れ
た
原
審
判
決
の
抄
本
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
を
請
求
す
る
に
は
、
受
益

者
自
身
が
費
用
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た(35)

。

　

以
上
、
第
二
帝
政
期
と
第
三
共
和
制
期
の
恩
赦
手
続
き
を
お
お
ま
か
に
確
認
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
恩
赦
ま
で
の
手
続
き
に
は

大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
両
方
の
時
期
を
通
じ
て
、
死
刑
や
重
罪
の
場
合
に
は
積
極
的
に
恩
赦
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
、

時
に
は
、
嘆
願
が
な
か
っ
た
場
合
で
さ
え
職
権
的
に
恩
赦
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
九
世
紀
に

は
、
刑
罰
の
緩
和
の
た
め
に
も
恩
赦
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
し
か
に
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
い
て
も
、

赦
免
が
正
当
防
衛
や
過
失
に
よ
る
殺
人
に
た
い
す
る
死
刑
を
回
避
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー

ム
の
恩
赦
は
、
儀
式
的
な
認
可
手
続
き
を
経
な
け
れ
ば
与
え
ら
れ
ず
、
ま
た
、
こ
う
し
て
与
え
ら
れ
た
書
状
に
は
、
国
王
の
署
名
と

玉
璽
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
赦
さ
れ
た
人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
国
王
の
慈
悲
で
あ
っ
た
。
一
方
、
一
九
世
紀
に
お
い
て

は
、
認
可
手
続
き
は
形
骸
化
し
、
死
刑
以
外
の
場
合
に
は
恩
赦
状
さ
え
与
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
代
、
恩
赦

は
為
政
者
の
慈
悲
と
い
う
性
格
を
薄
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節　

一
九
世
紀
の
恩
赦
を
め
ぐ
る
思
想

　

恩
赦
は
か
つ
て
、
神
に
由
来
す
る
君
主
の
特
権
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
恩
赦
廃
止
が
、
王
権
の
停
止
と
結
び
つ
け
ら
れ

る
傾
向
に
あ
る
の
は
、
こ
の
認
識
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
前
提
に
従
え
ば
、
共
和
制
に
お
い
て
、
恩
赦
は

存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
共
和
制
に
お
い
て
も
、
恩
赦
の
制
度
は
存
続
し
て
い

る
。
一
八
一
四
年
の
憲
章
に
よ
り
再
び
打
ち
出
さ
れ
た
恩
赦
の
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
根
強
く
残
り(1)

、
共
和
制
の
時
期
に
も
、
か
つ

て
国
王
が
担
っ
た
執
行
権
を
担
当
す
る
大
統
領
が
恩
赦
を
行
う
こ
と
が
当
然
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
形
ば
か
り
の
も
の

に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
以
来
の
認
可
手
続
き
が
、
一
九
世
紀
に
も
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

も
、
旧
来
的
な
恩
赦
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
き
残
っ
て
い
た
こ
と
を
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
恩
赦
は
、
時
代
を
下

る
ご
と
に
、
刑
事
政
策
の
一
種
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。
本
節
で
は
、
一
九
世
紀
の
恩
赦
を
め
ぐ
る
、
こ
の
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よ
う
な
思
想
の
う
つ
り
か
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

（
一
）
恩
赦
の
脱
君
主
化
？

　

恩
赦
と
君
主
と
の
結
び
つ
き
の
変
化
は
、
恩
赦
と
大
赦
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の

も
、
恩
赦
と
は
違
い
、
大
赦
は
革
命
期
に
、
議
会
に
よ
り
そ
の
存
在
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
後
も
、
議
会
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
赦
と
議
会
の
結
び
つ
き
は
自
明
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
三
九
年
七
月
一
九
日

の
破
棄
院
判
決
は
、
一
八
三
〇
年
の
憲
章
の
定
め
る
「
恩
赦
」
に
は
、
大
赦
も
含
ま
れ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る(2)

。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
判
決
に
よ
れ
ば
、
恩
赦
も
大
赦
も
国
王
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
八
一
六
年
か
ら
す
で
に
議
論
が
行
わ
れ

て
い
た
。
ル
イ
一
八
世
は
、
議
会
の
関
与
な
く
出
す
こ
と
が
で
き
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
を
利
用
し
て
、
大
赦
を
し
ば
し
ば
行
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
に
は
、
大
赦
が
国
王
に
由
来
す
る
こ
と
が
、
議
会
の
側
に
も
当
然
視
さ
れ
て
い
た(3)

。

　

同
じ
議
論
は
、
一
八
三
四
年
に
も
行
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
モ
ラ
ン
が
、
恩
赦
は
国
王
の
恩
恵
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
大
赦
は
混

乱
の
忘
却
で
あ
る
と
同
時
に
、
法
律
の
違
反
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
恩
赦
は
濫
用
し
え
た
と
し
て
も
人
々
に
許
さ
れ
る
が
、

大
赦
は
何
の
有
用
な
結
果
も
も
た
ら
さ
な
い
と
彼
は
言
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、恩
赦
は
人
間
性
の
前
で
王
権
を
よ
り
偉
大
に
す
る
一
方
、

大
赦
の
権
限
は
憲
章
の
ど
こ
に
も
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
権
力
分
立
に
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
た
い
し
、
パ
ジ
ェ
ス
は
恩
赦
権
を
根
拠
と
し
て
国
王
の
大
赦
権
を
主
張
す
る
こ
と
は
詭
弁
だ
と
述
べ
た
。
と
い
う
の
は
、

い
か
な
る
権
力
も
、
法
律
に
よ
る
判
決
を
免
れ
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
を
行
う
に
は
、
新
た
な
法
律
を
制
定
す
る
以

外
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
彼
は
、
大
赦
の
権
利
は
議
会
に
あ
る
と
考
え
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
国
王
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
判

決
を
消
す
も
の
で
あ
り
、
法
律
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
サ
ド
は
恩
赦
と
大
赦
の
区
別
に
つ
い
て
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
範
囲
を
区
別
し
て
議
論
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
恩
赦
は
軽
微
な
犯
罪
か
、
一
人
も
し
く
は
少
人
数
に
よ
る
犯

罪
に
与
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
た
い
し
、
大
赦
は
集
団
に
よ
る
重
大
な
政
治
犯
罪
で
、
長
期
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
も
の
に
与
え
ら
れ
る

の
で
あ
る(4)

。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ヴ
ィ
エ
は
、
恩
赦
と
大
赦
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

第
三
共
和
制
期
に
な
る
と
、
議
論
は
さ
ら
に
変
化
す
る
。
一
八
七
一
年
六
月
一
七
日
の
法
律
は
、
恩
赦
権
は
議
会
に
よ
り
大
臣
会

議
の
議
長
に
委
任
さ
れ
る
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
か
ん
し
て
、
六
月
二
一
日
の
議
会
で
、
マ
ル
セ
ー
ル
は
、
公
法

学
者
た
ち
は
恩
赦
権
が
主
権
に
属
す
る
と
し
て
い
る
が
、
共
和
制
に
お
い
て
も
執
行
府
の
長
に
恩
赦
権
が
行
使
さ
れ
て
き
た
と
述
べ

た
。
彼
は
、「
主
権
の
要
素
」
で
あ
る
恩
赦
権
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
「
偉
大
な
執
行
権
の
長
」
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
単
に
、
彼
が
伝
統
的
な
恩
赦
権
を
支
持
し
て
い
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
彼
が

問
題
視
し
て
い
た
の
は
、
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
会
が
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
関
係
す
る
政
治
犯
へ
の
恩
赦
に
か
か
わ
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
委
員
会
は
匿
名
で
あ
る
の
で
、
恩
赦
に
た
い
す
る
責
任
が
消
失
す
る
か
ら
で
あ

る
。

　

こ
れ
に
た
い
し
、
バ
ド
ビ
ー
は
、
恩
赦
に
か
か
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
責
任
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と

述
べ
た
。
ま
た
、
彼
に
よ
れ
ば
、
主
権
的
権
利
を
行
使
す
る
の
は
議
会
で
あ
る
。
そ
し
て
議
会
は
、
そ
の
権
利
の
一
部
を
留
保
す
る

こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
原
則
的
に
は
権
利
を
委
任
す
る
の
で
あ
る
。
彼
の
議
論
は
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
留
保
裁
判

権
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
つ
て
「
主
権
の
し
る
し
」
と
さ
れ
て
い
た
恩
赦
権
は
今
や
委
任
可
能
な
権
利
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

バ
ド
ビ
ー
の
発
言
に
た
い
し
、
ベ
ル
ト
ー
は
、
恩
赦
権
は
常
に
王
権
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
と
述
べ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
い
て
、
国
王
は
す
べ
て
の
権
力
を
一
手
に
担
っ
て
お
り
、
立
法
権
と
し
て
は
、
パ
ル
ル
マ
ン
法
院
の
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法
令
登
録
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
っ
た
が
、
執
行
権
と
し
て
は
何
の
制
限
も
課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
パ
ル
ル

マ
ン
法
院
は
恩
赦
権
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
一
九
世
紀
以
降
の
あ
ら
ゆ
る
憲
法
や
法

令
は
、
執
行
府
が
恩
赦
権
を
も
つ
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
言
っ
た
。

　

こ
れ
に
反
論
し
て
、
バ
ド
ビ
ー
は
、
執
行
権
の
長
が
選
挙
で
は
な
く
、
議
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
議
会
が
唯

一
の
主
権
者
で
あ
っ
て
、執
行
府
は
罷
免
さ
れ
う
る
委
任
官
僚
（délégué révocable

）
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、

執
行
府
が
も
つ
あ
ら
ゆ
る
権
力
は
、
議
会
に
よ
り
委
任
さ
れ
て
お
り
、
恩
赦
権
も
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る(5)

。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
法
律
は
、
議
会
の
大
赦
権
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
下
の
犯
罪
に

恩
赦
を
行
う
に
は
、
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
会
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
、
恩
赦
に
も
大
赦
に
も
議
会

の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
こ
の
法
律
に
よ
る
と
、
執
行
府
と
立
法
府
の
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
場
合
、
恩

赦
は
却
下
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
定
め
ら
れ
て
い
る
恩
赦
の
嘆
願
は
、
ま
ず
司
法
大
臣
に
よ
り
審
査
さ
れ
て
か
ら
委
員
会
に
か
け
ら
れ

る
の
で
、
両
者
が
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
と
は
、
委
員
会
が
反
対
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
実
上
、
恩
赦
も

大
赦
も
議
会
の
判
断
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
「
神
の
権
利
」
と
呼
ば
れ
、
国
王
に
独
占
さ
れ
た
恩
赦
権
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
伴
い
、
恩
赦
と
大
赦
に
分
離
さ
れ
、
ま

た
、
共
和
制
の
成
立
に
よ
り
、
議
会
を
そ
の
源
泉
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
恩
赦
と
君
主

と
の
結
び
つ
き
は
そ
の
後
も
根
強
く
残
っ
て
い
く
。
一
八
七
九
年
三
月
三
日
の
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
反
乱
に
た
い
す
る
大
赦
に

つ
い
て
の
国
民
議
会
で
の
議
論
の
際
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
は
、
大
赦
は
共
和
的
本
質
を
も
ち
、
恩
赦
は
君
主
制
的
な
性
格
を
も
つ
と
述

べ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
政
府
は
大
赦
に
よ
り
強
化
さ
れ
、
威
信
を
得
る
。
で
は
、
共
和
制
に
お
い
て
は
共
和
的
な
大
赦
が
用
い
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
同
じ
議
論
の
中
で
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
は
、
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大
赦
は
恩
赦
に
従
属
す
る
と
主
張
し
、
司
法
大
臣
ル
・
ロ
ワ
イ
エ
も
、
大
赦
は
恩
赦
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
、
法
文
は
彼
ら
の

意
見
を
採
用
し
た
の
で
あ
る(6)

。

（
二
）
刑
事
政
策
と
し
て
の
恩
赦

　

恩
赦
と
君
主
と
の
結
び
つ
き
の
弱
ま
り
は
、
ギ
ゾ
ー
の
『
政
治
の
分
野
に
お
け
る
死
刑
に
つ
い
て
』（
一
八
二
二
年
）
第
一
〇
章

に
既
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
恩
赦
は
純
粋
に
君
主
的
な
権
利
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
大
臣
の
責
任

を
伴
う
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
憲
法
制
定
国
民
議
会
は
、
こ
の
点
を
見
誤
っ
た
た
め
に
、
恩
赦
を
廃
止
す
る
と
い
う
大
き

な
間
違
い
を
犯
し
た
。
彼
に
よ
る
と
、
立
憲
君
主
制
に
お
い
て
、
国
王
の
不
可
侵
性
が
大
臣
の
責
任
に
基
づ
い
て
い
る
時
に
は
、
彼

ら
の
責
任
な
し
に
、
国
王
は
い
か
な
る
権
力
も
も
た
ず
、
い
か
な
る
行
為
も
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
恩
赦
は
、
君
主
の
個
人
的
好

意
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
国
王
裁
判
権
の
名
残
で
あ
る
。
か
つ
て
国
王
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
裁
判
権
は
、
社
会
の
発
展

と
と
も
に
彼
の
手
か
ら
離
れ
、
赦
す
権
利
だ
け
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
正
義
を
必
要
と
し
た
社
会
は
、
恣
意
の
危
険
を

避
け
る
た
め
に
、確
固
た
る
法
律
や
、独
立
し
た
裁
判
官
を
作
り
出
し
、判
決
か
ら
個
人
の
意
思
を
排
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

法
律
は
す
べ
て
を
包
含
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
不
備
を
補
う
た
め
に
、
ふ
た
た
び
人
の
良
心
を
用
い
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

良
心
と
い
う
の
が
、
恩
赦
で
あ
る
。

　

人
間
は
、こ
の
循
環
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
恣
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
、
責
任
を
付
与
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、
国
王
は
恩
赦
を
行
う
際
、
大
臣
た
ち
の
意
見
に
従
っ
て
い
る
し
、
嘆
願
は
、
国
王
の

手
に
渡
る
前
に
、
司
法
省
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ギ
ゾ
ー
に
と
っ
て
、
恩
赦
は
も
は
や
、
君
主
の
特
権
と
い
う
よ
り
は
政
治
的
道
具

で
あ
る
。
ま
た
、
彼
に
よ
れ
ば
、
恩
赦
は
政
治
犯
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
政
治
犯
に
は
冤
罪
が
あ
り
え
、
さ
ら
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に
、
こ
の
犯
罪
へ
の
恩
赦
は
、
普
通
犯
の
場
合
と
は
異
な
り
、
裁
判
の
権
威
や
法
律
の
信
頼
性
を
揺
る
が
せ
に
は
し
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
う
え
、
恩
赦
が
あ
れ
ば
、
陪
審
員
や
裁
判
官
は
厳
し
い
判
断
を
す
る
こ
と
に
躊
躇
せ
ず
、
自
由
に
判
断
を
下
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る(7)

。

　

法
律
を
補
う
た
め
の
刑
事
政
策
的
な
恩
赦
と
い
う
考
え
は
、
一
九
世
紀
末
の
思
想
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
九
九
年

六
月
二
八
日
の
全
国
監
獄
協
会
で
、
ピ
コ
は
、
伝
統
に
よ
る
正
当
化
が
な
け
れ
ば
、
恩
赦
は
組
織
化
さ
れ
た
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
原
理

と
矛
盾
し
て
い
る
と
の
批
判
を
加
え
な
が
ら
も
、
人
間
の
理
性
は
、
誤
り
や
思
い
が
け
な
い
出
来
事
を
回
避
し
た
り
予
測
し
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
誤
り
か
ら
の
救
済
手
段
あ
る
い
は
悔
い
改
め
へ
の
褒
美
と
し
て
の
、
恩
赦
の
存
在
を
認
め
て

い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
仮
に
完
全
な
政
府
と
誤
り
え
な
い
司
法
が
存
在
す
れ
ば
、
恩
赦
廃
止
論
は
魅
力
的
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に

は
、
法
律
や
裁
判
官
が
す
べ
て
を
予
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
恩
赦
が
必
要
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
恩
赦
は
濫
用
に
結
び
つ

き
や
す
い
。
そ
こ
で
ピ
コ
は
、
恩
赦
委
員
会
の
設
置
を
提
案
す
る
。

　

恩
赦
委
員
会
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
評
定
官
、
破
棄
院
評
定
官
各
二
名
と
、
司
法
省
の
部
長
ら
か
ら
な
り
、
司
法
大
臣
に
恩
赦

状
へ
の
副
署
を
求
め
る
時
に
意
見
を
提
出
す
る
。
委
員
会
は
、
毎
週
四
〇
名
か
ら
五
〇
名
の
候
補
者
の
名
前
を
記
載
し
た
デ
ク
レ
案

と
、
五
〇
冊
の
資
料
を
参
照
し
、
事
件
の
重
大
さ
の
順
に
、
そ
の
場
で
意
見
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
委
員
会
は
担
当
を

一
人
選
ん
で
資
料
を
検
討
し
、
次
回
に
報
告
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
、
理
由
を
明
示
し
た
う
え
で
、
司
法
大
臣

の
最
終
決
定
へ
つ
な
げ
る
。
こ
う
し
て
判
断
さ
れ
た
恩
赦
は
、
委
員
会
意
見
の
要
約
と
と
も
に
官
報
に
公
開
さ
れ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
諮
問
機
関
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
一
八
七
一
年
と
一
八
七
六
年
の
二
回
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
、
一
八
四
九
年
に
も
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
、
同
様
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
、
一
年
当
た
り
、
平
均
し
て
八
〇
〇
〇
件
近
く
の
事
件
を
扱
い
、
一
八
七
一
年
の
委
員
会
は
、
六
月
三
〇
日
か
ら
一
八
七
六
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年
三
月
八
日
ま
で
に
受
理
し
た
六
六
四
六
件
の
事
件
の
う
ち
、
お
よ
そ
半
数
の
三
二
二
四
件
に
恩
赦
を
認
め
た
。
死
刑
判
決
に
限
っ

て
言
え
ば
、
そ
の
数
は
全
一
一
〇
件
の
う
ち
八
四
件
に
上
っ
た
。
一
八
七
六
年
の
委
員
会
も
、
一
八
七
九
年
の
廃
止
ま
で
に
、
お
よ

そ
三
五
〇
〇
人
の
恩
赦
を
認
め
た
。
つ
ま
り
、
恩
赦
の
乱
発
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
成
立
し
た
は
ず
の
委
員
会
は
、
十
分
に
機

能
し
て
い
る
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、ピ
コ
に
よ
れ
ば
、新
た
な
委
員
会
を
置
く
こ
と
で
恩
赦
に
も
判
例
が
で
き
、

こ
れ
に
よ
り
、
大
統
領
は
固
定
的
で
保
証
さ
れ
た
恩
赦
が
可
能
に
な
る
し
、
誤
り
も
少
な
く
な
る
。
ま
た
、
委
員
会
は
む
や
み
や
た

ら
な
嘆
願
や
議
員
た
ち
の
介
入
を
防
ぎ
、
司
法
大
臣
の
良
心
と
責
任
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
裁
判
所
は
、
突
然
の
気
ま
ぐ

れ
な
恩
赦
に
よ
り
判
決
を
無
効
に
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
支
持
者
を
容
疑
者
と
さ
れ
た
政
治
家
の
復
讐
か
ら
身
を
守
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
あ
る(8)

。

　

一
方
、
タ
ル
ド
は
恩
赦
裁
判
所
の
設
置
を
提
案
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
恩
赦
は
長
い
間
、
主
権
者
の
恣
意
的
な
権
利
の
行
使
と
考

え
ら
れ
て
き
た
が
、
今
や
、
ま
す
ま
す
法
的
な
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
恩
赦
は
執
行
猶
予
や
仮
釈

放
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
恩
赦
が
枝
分
か
れ
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
行
猶
予
は
、
裁
判
官
に
よ

り
条
件
を
付
し
て
与
え
ら
れ
る
、
事
前
の
恩
赦
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
恩
赦
を
ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は
全
く
法
的
な
も
の
に
す
る
。

ま
た
、
仮
釈
放
は
、
一
八
八
五
年
の
成
立
以
来
、
恩
赦
嘆
願
の
数
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
恩
赦
は
大
統
領
の
気
ま
ぐ
れ

で
は
な
く
、
判
例
を
参
照
し
て
、
理
由
を
つ
け
た
意
見
に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
恩
赦
が

発
展
す
れ
ば
、
恩
赦
裁
判
所
を
置
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
恩
赦
の
理
由
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
さ
れ

る
側
に
た
い
す
る
保
証
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
統
領
は
恩
赦
裁
判
所
よ
り
も
厳
し
い
判
断
を
下
す
こ
と
は
な
い
の
で
、
恩

赦
裁
判
所
と
大
統
領
の
意
見
が
異
な
る
の
は
、
裁
判
所
が
恩
赦
を
却
下
し
た
時
に
限
ら
れ
、
意
見
の
不
一
致
が
続
い
た
場
合
に
は
、

裁
判
所
の
側
が
辞
職
を
す
る
こ
と
で
、
大
統
領
の
濫
用
を
牽
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る(9)

。
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た
だ
、
実
際
に
は
恩
赦
委
員
会
や
恩
赦
裁
判
所
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
仮
釈
放
が
恩
赦
に
取
っ
て
代

わ
る
と
し
て
恩
赦
不
要
論
を
唱
え
た
参
加
者
も
い
た
。
さ
ら
に
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
、
イ
タ
リ
ア
で
も
、
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
や
ガ
ロ

フ
ァ
ー
ロ
と
い
っ
た
論
者
が
恩
赦
批
判
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
次
節
で
は
、
一
九
世
紀
末
の
恩
赦
廃
止
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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